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1. 業務概要 

 

1.1 業務の目的 

パリ協定を受けた2050年の温室効果ガスの大幅削減に向けて、地域においても、一層の低炭素社会

の実現に向けた地球温暖化対策に係る取組が求められている。このような中で、公共交通などの地域

住民や観光客の足となるモビリティについての一層の低炭素化を進めることが重要である。また、

「第五次環境基本計画」において、環境・経済・社会の総合的向上の具体化が必要であると指摘され

ている。 

このため、本調査では、低炭素でかつ地域の新しいモビリティになり得る電動低速カート（グリー

ンスローモビリティ）について、地域での活用を検討するため、過疎地、地方都市、離島等の地域で

グリーンスローモビリティの実証調査を行い、地域や用途の特性に応じた導入に向けた課題の抽出な

どの調査・分析を行い、電動低速モビリティの普及・推進に向けた検討を行う。 

 

 

1.2 実施フロー 

本業務は以下のフローに従い実施した。 

 

 

図 業務フロー 

 

 

1) 計画準備 

2) グリーンスローモビリ
ティ導入実証調査 

3) シンポジウムの開催

  企画・準備 
 有識者の招聘 
 関係者の事前調整 
 とりまとめ 
 
 
＜構成案＞ 
・ グリーンスローモビリ

ティに関連する制度等
の説明 

・ 先行事例説明 
・ 本事業の説明 等 
※実証調査の公募説明
会を兼ねる 

4) 報告書作成・成果納品

①地域募集及び審査会開催・運営 
 公募要領の作成・評
価基準の検討 

 審査会組成支援 
 地域選定 

②実証調査のための関
係者調整及び実験運営 
 車両調達に係る調整 
 調査運営支援 

③課題整理・とりまとめ 
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1.3 業務の内容 

1) グリーンスローモビリティ導入実証調査 

(1) 地方公共団体から提案された企画提案から支援すべき地域（５地域程度）を募集するとともに、

選定するための審査会（構成員を外部有識者、国土交通省関係部局等とし、組成主体は国土交通

省とする）を開催・運営する。 

(2) 選定された各地域での実証調査において、車両のレンタル・車両輸送・車両メンテナンス・運転

手の教育をヤマハモーターパワープロダクツ株式会社等と連携し、調整を図ると同時に、地域に

おいて、関係者との実証調査の日程、ルートの設定、運転手の確保、実証調査に必要な関係者と

の協議等の調整を行うものとする。 

なお、実証調査全体の調整や、各選定地域及びヤマハモーターパワープロダクツ株式会社等との

調整に当たっては、国土交通省と十分な連携を取りながら行う。 

(3) 調査終了後は各地域の実証調査を取りまとめ、地域の特性別や活用場面別に、グリーンスローモ

ビリティの地域での導入に向けた論点や課題の整理等を行う。 

 

2) グリーンスローモビリティを普及啓発するためのシンポジウムの開催 

地方公共団体等関係者のグリーンスローモビリティの導入意義や利点の理解など効率的な普及啓

発につなげることを目的に、基調講演やこれまでのグリーンスローモビリティの活用事例紹介などを

内容としたセミナーを開催するため、セミナーの企画、準備、有識者の招聘、関係者の事前調整、結

果とりまとめ等の一切の業務支援を行う。 
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2. 実証調査地域選定支援 

 

2.1 地域選定支援方針の検討 

本業務においては、自治体が国土交通省関係部局等のサポートを活用しながら、地域や用途の特性

に応じたグリーンスローモビリティの導入に向けた検討を行う機会を提供する実証調査を行うこと

とし、地方公共団体からの企画を広く募集することとした。本節では地域選定支援方針の検討成果を

整理した。 

 

2.1.1 事業の全体像の整理 

本事業は、平成30年度にグリーンスローモビリティの活用に向けた実証調査の実施を希望する地方

公共団体（以下、採択地域と記す）から企画提案を募集するものである。 

応募された企画提案を審査し、そのうち優れた提案に対しては、提案書内容に基づく実証調査の実

施に向け、車両を無償提供するとともに、国土交通省が委託する外部専門機関が助言支援を実施する。

なお、事業の募集・審査等の事務局業務全般のスキームは以下に示すとおりである。 

 

 

図 本事業のスキーム 

 

2.1.2 応募資格 

1) 応募可能な提案 

本事業の特性を鑑み、以下の 3 つの条件を満たした実証調査の企画提案を募集することとした。 

・平成 30 年度に実証調査の実施が可能な地域であること 

・地方公共団体が主体となって実証調査を行う意向があること 

・実証調査終了後、調査成果を活かした継続的な活動が想定できる企画であること 

 

2) 対象団体等（応募可能な団体等） 

地方公共団体とした。なお、複数の地方公共団体の連携による提案も可能とした。 

 

3) 採択件数 

5 件とした。 

国土交通省総合政策局 
環境政策課 

事務局：受託事業者 

採択地域（5 地域程度） 

事務局・地域支援に係る業務委託

関係者間調整及び実証計画立案に係る支援
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2.1.3 提案に伴う設定条件 

提案に伴う設定条件は以下の通りとし、提案者は以下の条件の元で企画提案を求めた。 

 

1) 使用車両 

採択地域には「ゴルフカート（定員：4 人もしくは 7 人）：最大 2 台」もしくは「eCOM-8（定員：

10 人）：最大 1 台」を事務局から無償で貸与することとした。なお、いずれも白ナンバー車両である。 

 

表 使用車両の規格 

 ゴルフカート 

 
（４人乗り）      （７人乗り） 

eCOM-8 

 

自動車の種別 軽自動車 小型自動車 小型自動車 

車両 
寸法 
(cm) 

全長 310 396 441 

全幅 133 133 190 

全高 184 184 245 

性能等 最高速度(km/h) 19 19 19 

登坂（度） 20 20 8 

乗車定員(人) 4 7 10 

 

2) 調査期間 

調査期間は 1 地域当たり 2 週間程度とした。なお、地域内で実証調査箇所を複数設定することは妨

げないが、事務局からの車両の無償提供期間は 2 週間としている。調査実施時期については企画提案

内容と車両の調達状況を踏まえ、採択後に確定することとした。 

 

3) 調査経費の負担 

車両調達に係る費用（レンタル費、現地までの輸送費、メンテナンス費、ドライバー教育費、任意

保険料）については、事務局が負担することとした。その他、調査に必要となるドライバーの手配、

車庫（雨ざらしでも問題はないが、付近に家庭用 100V の電源コンセント口がある場所）、関係者間

での調整等については、費用負担も含め採択地域が対応することとした。また、地域内で実証調査箇

所を複数設定する場合、地域内での車両の輸送費は採択地域での負担とした。 

なお、企画採択後、採択地域における企画提案内容を踏まえた調査計画の策定に当たり、外部専門

機関の助言支援を実施することとした。 

 

4) 実証調査に関する効果の検証 

採択地域は、実証調査終了後、利用者を対象として、利用実態や満足度等について効果の検証を行

うことを条件付けることとした。 
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2.1.4 募集する提案の選定基準 

選定に当たっては、以下に示す 4 つの視点から評価を行うこととした。 

 

＜評価の視点＞ 

 Ａ 地域課題への貢献・関連施策との連携 

 Ｂ 調査の実行可能性 

 Ｃ 事業化計画の具体性 

 Ｄ その他 
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2.2 公募要項の作成 

2.1 節で整理した方針に沿って公募要項及び公募に係る提出書類のフォーマットを作成した。作成

資料は以下の通りであり、巻末資料として収録する。 

 

＜作成資料＞ 

・公募要項 

・【様式 1】応募申請書サンプル 

・【様式 2】企画提案書サンプル 
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2.3 公募に係る質問への回答 

公募期間中に寄せられた質問に対する回答書の作成を行った。以下に質問と回答を示す。なお、回

答については回答書として取りまとめ、公募ページにおいて公開した。 

 

表 公募に係る質問及び回答 

質 問 回 答 
グリーンスローモビリティは雪道でも走行可能

でしょうか。 
普通自動車と同様、冬用タイヤ（スタッドレスタ

イヤ）の装着により、雪道でのすべりやすさを低

減することはできます。 
なお、実証調査では必要に応じ冬用タイヤ仕様の

車両を提供します。 

複数自治体による共同提案（連名）も可能でしょ

うか。 
可能です。 

グリーンスローモビリティの運転に必要な運転

免許証の種類を教えてください。 
今回、実証調査で使用する４人乗り及び７人乗り

ゴルフカート、eCOM-8 は、第１種運転免許（い

わゆる普通免許）での運転が可能です。 
公募要項内で記載されている「ドライバーの安全

教育」とは、実証調査前にグリーンスローモビリ

ティの運転方法を教えてもらうことができると

いう認識で宜しいですか。 

その通りです。 

「実証地域の概要(都市施設の立地状況や公共交

通の充足状況、交通課題等に関する記載)」につ

いて、本市の一部のエリアを実証フィールドとし

て想定しておりますが、その場合、市全体の概要

を記載するのか、それとも実証を想定している具

体的な地域に関する概要を記載するのかについ

て教えていただければと思います。 

実証を想定している具体的な地域に関する概要

を記載してください。 

実証調査に当たり、運営に係る費用（運転手の人

件費等）や、アンケート調査等の効果計測に係る

費用の支援はございますか。 

実証実験期間中の運営や効果計測に係る費用に

ついては採択地域での負担となります。 

実証調査に当たり、運営に係る費用（運転手の人

件費等）はどの程度を見込んでおく必要がありま

すでしょうか。 

運営を担う団体や運行内容によって異なります

ので、貴市町村が運営の依頼をしようとしている

団体等と相談の上検討してください。 
利用予定車両の最小回転半径を教えてください。 利用予定車両の最小回転半径はそれぞれ以下の

通りです。 
・4 人乗りゴルフカート：3.5m 
・7 人乗りゴルフカート：4.5m 
・eCOM-8：6.2m 

実証調査に当たり、運営に係る費用（運転手の人

件費等）や、アンケート調査等の効果計測に係る

費用の支援はございますか。 

実証実験期間中の運営や効果計測に係る費用に

ついては採択地域での負担となります。 

実証調査に当たり、運営に係る費用（運転手の人

件費、電気代等）はどの程度を見込んでおく必要

がありますでしょうか。 

運営にかかる費用については、運営を担う団体や

運行内容によって異なりますので、貴市町村が運

営の依頼をしようとしている団体等と相談の上

検討してください。 
ゴルフカートの１台当たり充電費用は、2,000～
3,000 円/月程度です。 
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表 公募に係る質問及び回答（続き） 

質 問 回 答 
利用予定車両の最小回転半径を教えてください。 利用予定車両の最小回転半径はそれぞれ以下の

通りです。 
・4 人乗りゴルフカート：3.5m 
・7 人乗りゴルフカート：4.5m 
・eCOM-8：6.2m 

当町で申請を予定している区間が山間地にあり、

最大で 15 度の登り坂となります。この場合、ゴ

ルフカートの４人乗りと７人乗りで、定員乗車の

場合の走行性能に変わりはありますでしょうか。 

ゴルフカートについては、４人乗り・７人乗りと

もに、定員乗車の場合、登坂は 20 度まで走行可

能です。 

公募要項３（２）により、「事務局からの車両の

無償提供期間は２週間を想定する」とあります

が、これを超えて実証調査を実施する場合、調査

を実施する団体の費用負担はどのくらいかかり

ますでしょうか。 

本事業において、１地区当たり２週間を超えて実

証調査を実施することは現時点で想定していま

せん。 
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2.4 審査会の運営 

地域選定のための審査会を開催・運営した。以下に審査会概要及び作成資料等について整理する。 

 

2.4.1 提案自治体 

公募の結果、13 自治体から企画提案書が提出された。 

 

2.4.2 評価シートの作成 

各自治体から寄せられた企画提案については、1 地域 1 枚程度の評価シートを作成した。 

評価にあたっては、「１．地域課題への貢献・関連施策との連携」「２．調査の実行可能性」「３．

事業化計画の具体性」「４．その他特筆すべき事項」それぞれの視点について評価した。 

 

表 項目別評価のポイント 

視点 評価ポイント 

地域課題への貢

献・関連施策との連

携 

課題解決への有効性 

・地域の交通課題を解決する上で、グリーンスローモビリティに対してどの

ような役割を期待しているか具体的に記載されているか。 

・地域の課題解決に当たり、グリーンスローモビリティの優位性を活かすこ

とができるか。 

・マイカーからの転換など、CO2 削減をはじめ環境面での効果が見込まれる

か（定性的な整理でも構わない）。 

上位・関連計画との関連性 

・上位・関連計画との関連性もしくは地方公共団体における政策方針との関

連性が明確に整理されているか。 

調査の実行可能性 実証調査の具体性 

・実証調査に当たり運用方法が具体的に検討されているか。 

利用者の想定 

・実証調査期間中の利用者の確保方法が具体的に検討されているか。 

実施体制 

・実施体制が具体的に検討されており、かつ、地方公共団体が主体的に実証

調査を行うことを想定しているか。 

関係機関調整 

・実証調査実施に当たり、関係する各主体との調整のもと、調査を速やかに

開始することができるか。特に警察・交通事業者との事前相談がなされて

いるか。 

事業化計画の具体性 

・実証調査後の事業化に向けた動きが具体的に検討されているか。継続的に実施可能な体制が整っ

ているか。 

その他任意記載項目で特筆すべき事項 

・提案に特に優れた点があれば評価を行う。 
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2.4.3 審査会の開催 

審査会については以下の通り開催した。 

 

表 審査会実施概要 

会 議 名 平成30年度グリーンスローモビリティの活用検討に向けた実証調査支援事業審査会議 

日  時 平成30年9月12日（水）10:00～12:00 

場  所 中央合同庁舎３号館４階総合政策局局議室 

 

 

2.4.4 地域選定結果 

審査会での議論の結果、以下の5地域を平成30年度実証調査支援対象として選定した。また、選定

結果についてはWEBページにて紹介を行った。 

 

表 選定地域と事業名称 

提案者 事業名称 

福島県いわき市 被災復興地域の経済循環促進に向けた地域交通イノベーション実証事業 

【被災地中心市街地での観光客向け定期周遊モビリティ】 

三重県東員町 高齢化が進む住宅団地で共助によるモビリティサービスの実現 

【名古屋圏ニュータウンでの住民向けデマンド型ラストワンマイルモビリティ】

岡山県備前市 鶴海お出かけちょい乗りカート運行事業 

【福祉と連携した中山間高齢者向けデマンド型ラストワンマイルモビリティ】 

広島県福山市 "「しおまち（潮待ち）モビリティ」実証事業～国内随一の近世港町 「鞆の浦」

の 暮らし と おもてなし を つむぐ～ 

【住民の暮らし,観光客のおもてなし,離島のお出かけモビリティ】 

熊本県天草市 低炭素型モビリティを活用した世界遺産と住環境の保全支援事業 

【世界遺産集落で住民生活と共存する住民・観光向けモビリティ】 
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3. 実証調査実施支援 

 

3.1 実証調査準備 

選定地域における実証調査の実施に当たり必要となる準備を行った。 

 

3.1.1 車両貸与に係る各種調整 

各地域に車両を貸与するに当たり必要となる調整を行った。 

 

1) 貸与車両 

本事業において各地域に貸与した車両は以下の通りである。 

 

表 貸与車両 

実証 

試験地 
使用車両 数量 借入先 

福島県 
いわき市 

eCOM-8 1 台 桐生再生㈱ 

三重県 
東員町 

ゴルフカー 
（４人乗り） 

2 台 日立バッテリー販売サービス㈱ 

岡山県 
備前市 

ゴルフカー 
（７人乗り） 

2 台 ヤマハモーターパワープロダクツ㈱ 

広島県 
福山市 

ゴルフカー 
（７人乗り） 

2 台 ヤマハモーターパワープロダクツ㈱ 

熊本県 
天草市 

ゴルフカー 
（７人乗り） 

2 台 ヤマハモーターパワープロダクツ㈱ 
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2) 緊急時連絡体制 

緊急時連絡体制については以下の通り設定し、各地区に周知を行った。 

 

受託業者

利⽤者
（運転者）

事故発⽣

⾃治体
実証調査
実施者

地域担当 管理技術者 国⼟交通省

保険会社警察署
（１１０）

消防署
（１１９）

所属⻑

財務経理
担当者

所属⻑

 

図 緊急時連絡体制 

 

 

3.1.2 地域会議の開催 

地域選定後、各地域の関係者と地域会議を開催し、実証調査に向けて計画内容の熟度を高めるとと

もに、必要となるアドバイスを行った。地域会議の実施スケジュールを次頁以降に示す。 
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表 地域会議開催実績 

 
   

福島県 いわき市 三重県東員町 岡山県 備前市 広島県 福山市 熊本県 天草市

第１回地域会議
【協議事項】
・実証ルート（現地確認含む）
・関係機関との調整状況
・利用対象者への周知・広報計画
・実証期間
・効果検証の方法

【協議事項】
・運行ルート・サービス内容等
・関係機関との調整状況
・利用対象者への周知・広報計画
・実証期間
・効果検証の方法
・充電設備、車両管理場所
・実証までのスケジュール

【協議事項】
・運行ルート・サービス内容等
・関係機関との調整状況
・利用対象者への周知・広報計画
・実証期間
・効果検証の方法
・イベント等での実施内容

【協議事項】
・解決すべき地域課題
・運行ルート・サービス内容等
・関係機関との調整状況
・利用対象者への周知・広報計画
・実証期間
・効果検証の方法
・使用車両と充電設備
・実証までのスケジュール

【協議事項】
・運行ルート・サービス内容等
・関係機関との調整状況
・利用対象者への周知・広報計画
・実証期間
・使用車両
・効果検証の方法

【次回までの調整・準備事項】
・実証ルート検討結果
・関係機関との調整状況
・実証期間の調整結果報告
・周知広報の実施内容

【次回までの調整・準備事項】
・運行計画
・運転手等の計画
・実証期間
・関係機関との調整（運輸支局、道路管
理者、NPT・地域関係者等）
・アンケートの調査票及び調査方法

【次回までの調整・準備事項】
・車両充電や運転手等の計画
・現場検証（リスク確認）
・周知広報の実施内容
・関係機関との調整（運輸支局、備前市
公共交通会議、県道管理者、通学路）
・アンケートの調査票及び調査方法
・車両保管場所、充電電源の確認

【次回までの調整・準備事項】
・運行計画
・関係機関との調整（運輸支局、交通管
理者、道路管理者、地域関係者等）
・周知広報の実施内容
・実証期間
・効果検証の具体的内容・方法
・車両保管場所、充電設備の確保方法

【次回までの調整・準備事項】
・運行計画
・関係機関との調整
・実証期間
・運転手の確保
・車両保管場所、充電電源の確認など

第２回地域会議
【協議事項】
・実証ルート、ダイヤ
・実証期間の調整
・車両手配・予備バッテリー手配
・関係機関との調整状況
・実施計画書
・周知広報の実施内容
・効果検証（アンケート調査内容）
・運行日誌
・車両保管方法
・運転者講習
・緊急時連絡網

【協議事項】
・計画書の内容確認
・運転手等の計画

【協議事項】
・実証期間の確認
・実証運行のルート・サービス内容等
・利用対象者への周知・広報計画
・イベント等での実施内容
・関係機関との調整状況
・効果検証方法
・必要インフラの確認
・緊急連絡体制の確認

【協議事項】
◆庁内調整会議
（9/21会議と同様に内容を市庁内連絡
会議で確認、調整）

◆現地確認
・運行ルート、乗降場所の確認
・車両保管場所、充電設備設置方法等
の確認

【協議事項】
・実証運行ルート
・車両の保管場所
・車両の充電設備

【次回までの調整・準備事項】 【次回までの調整・準備事項】 【次回までの調整・準備事項】
・デマンド予約方法の調整
・運行計画、運行スケジュールの調整
・車両の搬入搬出計画
・運行日誌、アンケート等の調査方法

【次回までの調整・準備事項】
（9/21会議と同じ内容）

【次回までの調整・準備事項】
・運行計画
・関係機関との調整（運輸支局）
・充電電源の確保

第３回地域会議
【協議事項】
・計画書の内容確認
・車両搬入、運転者講習等

【協議事項】
・実証調査の準備状況
・効果検証方法
・イベント等での実施内容

【協議事項】
◆庁内調整会議と合同開催
（9/21会議と同じ内容（詳細計画））

【次回までの調整・準備事項】
・計画書の修正

【次回までの調整・準備事項】
・出発式の予定
・初日のマスコミ対応
・国交省視察（11/8）の詳細

【次回までの調整・準備事項】
・効果計測（日報記録）の準備
・運転者（講習受講者）の特定
・開始前日（運転者講習、地元乗り方教
室）、当日（出発式、マスコミ対応）の詳細
・実施体制（責任者・連絡先）の詳細

実証調査

第４回地域会議
【主たる確認・調整事項】
◎実証調査結果の共有
　（利用者・アンケート結果等）
◎地域課題解決に対する有効性・優位性
◎想定事業スキームの見直し
◎事業化に向けた展開と課題
◎次年度の予定

1/24（木）
13:30～

いわき市役所

【協議事項】
・実証調査結果の共有（利用者数、アン
ケート結果）
・地域課題解決に対する有効性
・実証調査で確認された課題
・事業化に向けた展望と課題
・次年度以降の予定

1/28（月）
10:30～

東員町役場

【協議事項】
・実証調査結果の共有（利用者数、アン
ケート結果）
・地域課題解決に対する有効性
・実証調査で確認された課題
・事業化に向けた展望と課題
・次年度以降の予定

12/3(月)
10:00～

NPO法人スマイ
ル・つるみ事務所

【協議事項】
・実証調査結果の共有（利用者数、アン
ケート結果）
・地域課題解決に対する有効性
・実証調査で確認された課題
・事業化に向けた展望と課題
・次年度以降の予定

1/17(木)
15:30～

福山市役所

【協議事項】
・実証調査結果の共有（利用者数、アン
ケート結果）
・地域課題解決に対する有効性
・実証調査で確認された課題
・事業化に向けた展望と課題
・次年度以降の予定

1/30(水)
13:30～

天草市役所

【協議事項】
・実証調査結果の共有（利用者数、アン
ケート結果）
・地域課題解決に対する有効性
・実証調査で確認された課題
・事業化に向けた展望と課題
・次年度以降の予定

その他支援等

12/2（日）＠現地　車両搬入立会い
12/10（月）＠現地　運転者講習立会い
12/11（火）＠現地　出発式立会い
12/17（月）＠現地　国土交通省視察立会い

10/11(木）＠国土交通省　個別協議同席
10/30（火）＠現地　出発式立会い
12/21（金）＠国土交通省　個別協議同席

11/26（月）＠現地　車両搬入・運転講習会立会い
12/4（火）＠現地　国土交通省視察立会い

10/25（木）＠現地　車両搬入立会い
10/26（金）＠現地　運転講習立会い
10/29（月）＠現地　出発式立会い
11/8（木）＠現地　国土交通省視察立会い
11/10（土）＠現地　イベント立会い

11/15（木）＠現地　運転者講習・乗り方教室立会い
11/16（金）＠現地　出発式立会い
11/26（月）＠現地　国土交通省視察立会い

【主たる確認・調整事項】

上記（第２回）と同じ

11/5(月)
10:30～

東員町役場

10/26(金)
11:00～

NPO法人スマイ
ル・つるみ事務所

11/13(火)
15:00～

福山市役所

【主たる確認・調整事項】
◎現場検証（リスク確認）
　→ルート・インフラ・バス停等
　 　（現地状況に応じ、柔軟に見直し）
◎審査結果について
　（有識者助言・実証への期待など）
◎グリスロ導入で解決すべき地域課題
◎調査時期・使用車両（希望の確認）
◎実証ルート・頻度（安全性・課題解決性）
〇実施体制
〇関係者・機関との調整状況
〇警察との協議・調整状況
〇周知・広報計画
〇効果検証（アンケート）計画
〇実証実験にあたっての懸念事項等
◎実証までのスケジュール

10/3(水)～
10/25（木）

随時電話・メール
にて対応

10/17(水)
16:00～

電話にて対応

10/1(月)
10:00～

天草市役所

9/27(木)
13:00～

東員町役場

9/26(水)
15:00～

備前市役所

9/25(火)
13:00～

いわき市役所

9/21(金)
9:30～

福山市役所

10/12(金)
10:00～

備前市役所

9/28(金)
10:00～

福山市役所

〔現場確認〕
9/28（金）
13:30～

10/10(水)
13:00～
現場確認

【主たる確認・調整事項】
◎実施体制
◎関係者・機関との調整状況
◎警察との協議・調整状況
◎周知・広報計画
◎期間中の運行スケジュール
　（車両搬出入・広報イベント・試験走行など）
◎運転講習計画
◎必要インフラの確認（車庫・充電設備・既存交
通との連携）
◎効果検証（アンケート等）の方法
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3.2 いわき市における実証調査 

3.2.1 実施準備 

1) 地域会議の実施 

以下の通り全3回開催した。以降に各回の議事内容を掲載する。 

 

表 地域会議の実施状況 

 
日時・ 

場所 
議事内容 

第1回 2018/9/25 

13:00-15:00 

小名浜まちづ

くり市民会議 

【協議事項】 

・実証ルート（現地確認含む） 

・関係機関との調整状況 

・利用対象者への周知・広報計画 

・実証期間 

・効果検証の方法 

【次回までの調整・準備事項】 

・実証ルート検討結果 

・関係機関との調整状況 

・実証期間の調整結果報告 

・周知広報の実施内容 

第2回 2018/10/3- 

2018/10/25 

随時電話・メ

ールにて対応 

【協議事項】 

・実証ルート、ダイヤ 

・実証期間の調整 

・車両手配・予備バッテリー手配 

・関係機関との調整状況 

・実施計画書 

・周知広報の実施内容 

・効果検証（アンケート調査内容） 

・運行日誌 

・車両保管方法 

・運転者講習 

・緊急時連絡網 

第3回 2019/1/24 

13:30- 

いわき市役所 

【協議事項】 

・実証調査結果の共有（利用者数、アンケート結果） 

・地域課題解決に対する有効性 

・実証調査で確認された課題 

・事業化に向けた展望と課題 

・次年度以降の予定 
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2) 実施計画書の作成 

作成した実施計画書を次頁以降に掲載する。 
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ー
)、

港
湾

施
設

(小
名

浜
港

、
小

名
浜

マ
リ

ン
ブ

リ
ッ

ジ
)、

工
業

団
地

(小
名

浜
臨

海
工

業
団

地
)、

官
公

庁
(小

名
浜

港
湾

合
同

庁
舎

(国
)、

小
名

浜
港

湾
建

設
事

務
所

(県
)、

小
名

浜
支

所
(市

))
、

商
業

施
設

(イ
オ

ン
モ

ー
ル

い
わ

き
小

名
浜

)

道
路

状
況

○
主

要
道

路
（
国

道
６

号
、

県
道

2
6
号

・
1
5
号

、
小

名
浜

臨
海

道
路

)
○

常
磐

道
と

直
結

す
る

“
小

名
浜

道
路

”
が

建
設

中
(Ｈ

3
0
年

代
前

半
開

通
予

定
)

＜
小

名
浜

地
区

の
産

業
変

遷
＞

○
市

南
東

部
に

位
置

す
る

温
暖

な
気

候
(降

雪
量

)と
豊

か
な

海
に

恵
ま

れ
た

地
域

。
○

重
要

港
湾

「小
名

浜
港

」を
基

軸
と

し
た

産
業

拠
点

地
域

（漁
業

・
工

業
・観

光
・商

業
）
。

・
漁

業
で

栄
え

て
き

た
が

、
現

在
は

、
原

発
事

故
に

よ
り

試
験

操
業

が
続

い
て

い
る

。
・

臨
海

工
業

地
帯

が
形

成
さ

れ
て

お
り

、
東

北
有

数
の

製
造

品
出

荷
額

を
誇

る
。

・
東

日
本

大
震

災
に

よ
り

津
波

被
害

を
受

け
た

エ
リ

ア
を

再
整

備
し

、
イ

オ
ン

モ
ー

ル
い

わ
き

小
名

浜
が

開
業

(Ｈ
3
0
.６

)す
る

な
ど

、
魅

力
あ

る
新

た
な

ま
ち

を
形

成
し

て
い

る
。

少
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3

２
地

域
課

題
と

解
決

に
向

け
た

方
向

性

【
1

実
証
調
査
の
背
景
・
目
的
②
】

地
域

課
題

○
ア

ク
ア

マ
リ

ン
パ

ー
ク

や
大

型
商

業
施

設
に

集
中

す
る

来
訪

者
を

地
域

全
体

に
循

環
さ

せ
る

こ
と

に
よ

る
地

域
経

済
循

環
の

促
進

(地
域

全
体

の
活

性
化

)
○

復
興

後
の

新
た

な
都

市
魅

力
の

創
造

・
発

信

交
通

課
題

〇
来

訪
者

の
二

次
交

通
の

確
保

〇
公

共
交

通
の

維
持

・
確

保
、

利
便

性
向

上
○

自
家

用
車

に
依

存
し

な
い

社
会

の
構

築

施
策

の
方

向
性

○
ア

ク
ア

マ
リ

ン
パ

ー
ク

を
基

点
と

し
た

ラ
ス

ト
ワ

ン
マ

イ
ル

交
通

の
確

保
(ア

ク
ア

マ
リ

ン
パ

ー
ク

周
辺

地
域

(街
な

か
等

)へ
の

回
遊

性
促

進
)

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
優

位
性

○
二

次
交

通
の

確
保

(公
共

交
通

の
補

完
機

能
・
ラ

ス
ト

ワ
ン

マ
イ

ル
交

通
)

○
観

光
地

と
し

て
の

価
値

向
上

(地
域

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
) 

○
エ

リ
ア

内
の

過
度

な
車

の
稼

働
抑

制

上
位

関
連

計
画

○
い

わ
き

創
生

総
合

戦
略

（
デ

マ
ン

ド
交

通
Ｐ

Ｊ
・
バ

ッ
テ

リ
ー

関
連

産
業

振
興

Ｐ
Ｊ
）

○
い

わ
き

市
環

境
基

本
計

画

基
幹

的
公

共
交

通
路

線
の

徒
歩

圏
カ

バ
ー

率
公

共
交

通
利

用
者

数
の

推
移

15
,4

99
 8,

41
6 

4,
03

4 
3,

67
6 

3,
49

6 
3,

52
9 

3,
75

3 
3,

79
9 

3,
67

3 
3,

59
4 

3,
33

4 

9,
81

1 

8,
42

6 

6,
08

5 
5,

83
9 

5,
58

0 

4,
13

9 

5,
60

6 
5,

75
9 

5,
59

8 
5,

89
5 

5,
81

4 

0

2
,0

0
0

4
,0

0
0

6
,0

0
0

8
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
2
,0

0
0

1
4
,0

0
0

1
6
,0

0
0

H
元

H
1
0

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

バ
ス

利
用

者
数

駅
乗

車
人

員(千
人

/
年

)

公
共

交
通

利
用

者
の

減
少

が
著

し
く
公

共
交

通
が

維
持

で
き

な
く
な

る
可

能
性

が
あ

る

自
家

用
車

分
担

率
【
中

核
市

】

自
動

車
分

担
率

が
中

核
市

で
ト

ッ
プ

い
わ

き
市

全
国

平
均

2
2
.9

％
（
7
8
,3

75
人

）
5
5
％

■
全

国
平

均
に

比
べ

、
公

共
交

通
に

よ
る

人
口

カ
バ

ー
率

が
著

し
く
低

い

■
人

口
減

少
に

よ
る

悪
循

環
が

懸
念

さ
れ

る

人
口

減
少

→
 利

用
者

の
減

少
→

鉄
道

・
バ

ス
の

運
行

数
減

→
更

な
る

利
便

性
の

低
下

【
交

通
課

題
の

背
景

】
過

度
な

車
依

存
の

都
市

構
造

、
公

共
交

通
の

衰
退

・
利

便
性

の
低

下

広
域

多
核

型
の

都
市

構
造

震
災

後
、

新
た

な
魅

力
を

形
成

し
た

『
小

名
浜

地
区

』
を

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
に

、
課

題
解

決
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
。

本
市

の
交

通
課

題
本

市
の

交
通

課
題

公
共

交
通

に
係

る
課

題
都

市
構

造
に

係
る

課
題

○
公

共
交

通
の

維
持

・
確

保
○

交
通

弱
者

の
移

動
手

段
確

保
○

来
訪

者
の

二
次

交
通

の
確

保

○
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

○
自

家
用

車
に

依
存

し
な

い
社

会
の

構
築
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4

【
2

実
証
調
査
の
概
要
①
】

１
実

証
の

全
体

像

被
災

復
興

地
域

の
経

済
循

環
促

進
に

向
け

た
交

通
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

実
証

事
業

コ
ン

セ
プ

ト
ア

ク
ア

マ
リ

ン
パ

ー
ク

・
大

型
商

業
施

設
・交

通
タ

ー
ミ

ナ
ル

な
ど

集
客

施
設

・
拠

点
を

基
点

と
し

た
ラ

ス
ト

ワ
ン

マ
イ

ル
交

通
の

確
保

実 施 内 容

運
行

ル
ー

ト
・
ま

ち
な

か
巡

回
コ

ー
ス

(約
４

km
)

・
ち

ょ
っ

と
お

で
か

け
コ

ー
ス

（約
７

km
）

運
行

形
態

定
時

定
路

線
型

運
行

（4
5分

程
度

間
隔

運
行

）

実
施

体
制

市
、

観
光

拠
点

施
設

(い
わ

き
・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

）
、

交
通

事
業

者
(バ

ス
事

業
者

)が
連

携
し

な
が

ら
実

施

運
転

手
○

地
元

の
バ

ス
運

転
手

を
配

置
○

住
民

ガ
イ

ド
に

よ
る

ナ
ビ

ゲ
ー

ト
(地

域
の

歴
史

や
震

災
の

状
況

等
)

期
待

さ
れ

る
効

果

○
来

訪
者

の
二

次
交

通
確

保
（
街

な
か

へ
の

新
た

な
移

動
手

段
の

確
保

に
よ

る
地

域
全

体
の

活
性

化
）

○
ラ

ス
ト

ワ
ン

マ
イ

ル
交

通
モ

デ
ル

の
構

築
○

観
光

地
と

し
て

の
価

値
向

上
(地

域
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

) 

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
活

用
に

よ
り

目
指

す
将

来
像

◆
ス

マ
ー

ト
交

通
都

市
の

構
築

(環
境

配
慮

・
Ｅ

Ｖ
の

推
進

）
◆

観
光

復
興

に
よ

る
地

域
経

済
の

循
環

促
進

(地
域

全
体

の
活

性
化

)

実
証

概
要

実
証

概
要

事
業

イ
メ

ー
ジ

事
業

イ
メ

ー
ジ

交
通

課
題

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

Ｅ
Ｃ

Ｏ
コ

ン
パ

ク
ト

観
光

ツ
ー

ル

低
コ

ス
ト

(Ｅ
Ｖ

)

二
次

交
通

の
確

保
ラ

ス
ト

ワ
ン

マ
イ

ル
交

通
モ

デ
ル

の
構

築
地

域
の

価
値

向
上

ス
マ

ー
ト

交
通

モ
デ

ル
都

市
の

構
築

地
域

経
済

の
循

環
促

進
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5

２
検

証
す

べ
き

仮
説

調
査

の
目

的

平
成

3
1
年

度
か

ら
の

本
格

稼
動

に
向

け
、

潜
在

的
ニ

ー
ズ

（
需

要
）
の

確
認

イ
ベ

ン
ト

時
、

平
常

時
の

平
日

・
休

日
に

お
け

る
客

層
及

び
利

用
ニ

ー
ズ

、
回

遊
傾

向
等

の
確

認

【
2

実
証
調
査
の
概
要
②
】

被
災

復
興

地
域

の
経

済
循

環
促

進
に

向
け

た
交

通
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

実
証

事
業

現
状

•
1
1
/
5
～

1
1
/
1
0
に

か
け

て
世

界
水

族
館

会
議

が
開

催
。

•
ア

ク
ア

マ
リ

ン
ふ

く
し

ま
や

小
名

浜
魚

市
場

な
ど

が
会

場
と

な
り

、
世

界
4
0
カ

国
か

ら
数

百
人

規
模

の
来

訪
者

が
あ

る
予

定
。

•
会

議
期

間
中

、
来

訪
者

の
多

く
は

い
わ

き
市

中
心

市
街

地
に

宿
泊

し
、

朝
か

ら
夕

方
ま

で
を

小
名

浜
地

区
で

過
ご

す
こ

と
に

な
る

。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

す
る

主
な

客
層

•
会

議
に

出
席

す
る

海
外

か
ら

の
研

究
者

や
そ

の
家

族
・
マ

ス
コ

ミ
な

ど
※

イ
ベ

ン
ト
目

的
の

来
訪

者

仮
説

•
世

界
水

族
館

会
議

参
加

者
は

、
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
イ

ベ
ン

ト
）
の

合
間

を
ぬ

っ
て

小
名

浜
観

光
に

で
か

け
る

と
想

定
。

•
よ

っ
て

、
会

議
会

場
前

に
あ

る
、
い

わ
き

・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

や
ア

ク
ア

マ
リ

ン
ふ

く
し

ま
よ

り
乗

車
し

、
元

小
名

浜
魚

市
場

で
下

車
し

て
昼

食
等

を
楽

し
む

、
又

は
、
グ

リ
ス

ロ
に

乗
っ

た
ま

ま
で

車
窓

か
ら

の
景

色
を

楽
し

む
乗

客
が

増
え

る
と

想
定

。

イ
ベ

ン
ト
時

→
イ

ベ
ン

ト
期

間
中

、
ア

ク
ア

マ
リ

ン
パ

ー
ク

内
で

は
歓

迎
イ

ベ
ン

ト
が

開
催

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、
ア

ク
ア

マ
リ

ン
パ

ー
ク

西
側

に
乗

降
所

を
設

け
る

ほ
か

、
土

日
同

様
の

便
数

を
運

行
す

る
。

現
状

•
ア

ク
ア

マ
リ

ン
ふ

く
し

ま
や

い
わ

き
・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

を
主

た
る

目
的

地
と

し
、

市
内

外
か

ら
観

光
客

が
来

訪
。

※
観

光
バ

ス
で

団
体

客
が

昼
食

や
買

物
等

で
訪

れ
る

。
•

大
型

商
業

施
設

に
は

、
近

隣
よ

り
高

齢
者

や
親

子
連

れ
（
未

就
学

児
童

）
が

来
訪

し
、
買

い
物

や
食

事
を

楽
し

む
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

す
る

主
な

客
層

•
商

業
施

設
に

き
た

親
子

連
れ

等
（
居

住
層

：
小

名
浜

市
内

）

仮
説

•
ア

ク
ア

マ
リ

ン
ふ

く
し

ま
を

楽
し

ん
だ

後
、
グ

リ
ス

ロ
に

乗
車

し
、
元

小
名

浜
魚

市
場

で
下

車
し

て
い

わ
き

ら
し

い
食

（海
鮮

系
）
や

買
い

物
を

楽
し

む
。

•
比

較
的

小
さ

い
、
乗

り
物

が
楽

し
い

年
齢

の
子

供
と

そ
の

親
が

、
交

通
タ

ー
ミ

ナ
ル

等
か

ら
グ

リ
ス

ロ
に

乗
車

し
、

乗
っ

た
ま

ま
で

車
窓

か
ら

の
景

色
を

楽
し

む
。

平
常

時
平

日

→
比

較
的

短
距

離
・
短

時
間

で
、
利

便
性

の
高

い
ル

ー
ト
を

設
定

。

現
状

•
ア

ク
ア

マ
リ

ン
ふ

く
し

ま
や

い
わ

き
・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

を
主

た
る

目
的

地
と

し
、

市
内

外
か

ら
観

光
客

が
来

訪
。

•
大

型
商

業
施

設
に

は
、
市

内
全

域
又

は
近

隣
市

町
よ

り
、

家
族

連
れ

が
来

訪
し

、
比

較
的

長
い

時
間

を
か

け
て

買
い

物
や

食
事

、
周

辺
散

策
等

を
楽

し
む

。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

す
る

主
な

客
層

•
市

外
か

ら
の

観
光

客
•

商
業

施
設

に
き

た
親

子
連

れ
等

（
居

住
層

：
近

隣
市

町
、
県

外
）

仮
説

•
ア

ク
ア

マ
リ

ン
ふ

く
し

ま
を

楽
し

ん
だ

後
、
グ

リ
ス

ロ
に

乗
車

し
、
元

小
名

浜
魚

市
場

で
下

車
し

て
い

わ
き

ら
し

い
食

（海
鮮

系
）
や

買
い

物
を

楽
し

む
。

•
大

型
商

業
施

設
を

目
的

に
家

族
連

れ
が

、
グ

リ
ス

ロ
に

乗
車

し
、
ア

ク
ア

マ
リ

ン
ふ

く
し

ま
や

い
わ

き
・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

、
三

崎
公

園
な

ど
へ

足
を

延
ば

し
余

暇
を

楽
し

む
。
（
商

業
施

設
で

お
弁

当
を

購
入

し
て

公
園

へ
…

な
ど

）

平
常

時
休

日

→
小

名
浜

周
辺

の
眺

望
を

楽
し

め
る

、
新

た
な

魅
力

を
感

じ
て

頂
け

る
よ

う
な

回
遊

型
ル

ー
ト
設

定
。
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6

３
実

証
に

よ
り

実
現

を
目

指
す

地
域

交
通

の
将

来
像

【
2

実
証
調
査
の
概
要
③
】

被
災

復
興

地
域

の
経

済
循

環
促

進
に

向
け

た
交

通
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

実
証

事
業

施
策

展
開

の
方

向
性

ス
マ

ー
ト

交
通

モ
デ

ル
都

市
の

構
築

～
歩

け
る

ま
ち

へ
の

転
換

～

施
策

展
開

の
イ

メ
ー

ジ

●
利

便
性

を
高

め
る

(I
C

T
の

活
用

)
●

利
用

し
た

い
と

思
え

る
移

動
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

(魅
力

あ
る

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

提
供

)
●

移
動

手
段

の
選

択
肢

を
増

や
す

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
導

入
実

証
を

契
機

に
、

将
来

に
向

け
た

交
通

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

推
進

先
端

技
術

の
活

用

□
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
□

自
転

車
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
□

バ
ス

・
タ

ク
シ

ー
の

ＩＣ
Ｔ

化
□

ＩＴ
Ｓ

・
自

動
運

転

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用

□
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
□

Ｅ
Ｖ

車
両

を
活

用
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
交

通
□

水
素

バ
ス

交
通

課
題

公
共

交
通

に
係

る
課

題
都

市
構

造
に

係
る

課
題

○
公

共
交

通
の

維
持

・
確

保
○

交
通

弱
者

の
移

動
手

段
確

保
○

来
訪

者
の

二
次

交
通

の
確

保

○
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

○
自

家
用

車
に

依
存

し
な

い
社

会
の

構
築

Ｃ
ｶ
ｰ

ｼ
ｪｱ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

自
転

車
ｼ
ｪｱ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

ｸ
ﾞﾘ

ｰ
ﾝ
ｽ

ﾛ
ｰ

ﾓ
ﾋ
ﾞﾘ

ﾃ
ｨ

ﾀ
ｸ
ｼ
ｰ

IC
T
化

水
素

ﾊ
ﾞｽ

・
ﾊ

ﾞｽ
IC

T
化

J
R

主
要

駅
い

わ
き

湯
本

泉

Ｃ
E
V

を
活

用
し

た
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ

ｨ交
通

地
区

拠
点

(中
山

間
)

小
名

浜
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7

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.1

運
用
エ
リ
ア
】

⼩
名

浜
⿂

市
場

（
会

議
会

場
）

ア
ク

ア
マ

リン
パ

ー
ク

（
関

連
イ

ベ
ン

ト
）

い
わ

き
・ら

・ら
・ミ

ュウ
（

特
別

企
画

展
）

ア
ク

ア
マ

リン
ふ

くし
ま

（
AM

F企
画

展
）

⼩
名

浜
美

⾷
ホ

テ
ル

（
企

業
展

⽰
）

世
界

⽔
族

館
会

議
イ

ベ
ン

ト会
場

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
の

主
な

乗
り場

3-12



8

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

運
行

期
間

平
成

3
0
年

1
0
月

3
0
日

～
１

１
月

1
2
日

ま
で

の
２

週
間

・
平

常
時

_平
日

1
0
月

3
0
日

～
1
1
月

２
日

、
1
1
月

1
2
日

・
平

常
時

_休
日

1
1
月

３
日

、
４

日
、
1
1
日

・
イ

ベ
ン

ト
時

1
1
月

５
日

～
1
1
月

1
0
日

運
行

ル
ー

ト
・
ま

ち
な

か
巡

回
コ

ー
ス

(
約

４
km

)
・
ち

ょ
っ

と
お

で
か

け
コ

ー
ス

（
約

７
km

）

運
行

台
数

１
台

運
行

時
間

帯
・
平

日
：
1
0
：1

0
～

1
5
：
4
5

・
土

日
：
９

：
3
0
～

1
6
：1

5

運
行

形
態

定
時

定
路

線
型

運
行

（
4
5

分
程

度
間

隔
運

行
）

料
金

無
償

（
「許

可
等

を
要

し
な

い
運

送
の

形
態

」
で

運
行

）

運
転

手
○

地
元

の
バ

ス
運

転
手

を
配

置
○

住
民

ガ
イ

ド
に

よ
る

ナ
ビ

ゲ
ー

ト
（
地

域
の

歴
史

、
ま

ち
の

魅
力

、
震

災
時

の
様

子
、

復
興

の
現

状
等

を
発

信
）

車
庫

設
置

場
所

い
わ

き
・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

(屋
根

付
駐

車
ス

ペ
ー

ス
あ

り
)

利
用

者
確

保
方

法
○

地
域

内
観

光
施

設
、

商
業

施
設

、
い

わ
き

観
光

ま
ち

づ
く
り

ビ
ュ

ー
ロ

ー
等

と
連

携
し

た
Ｐ

Ｒ
○

『
い

わ
き

市
次

世
代

交
通

シ
ス

テ
ム

研
究

会
』
等

を
通

し
た

地
元

産
学

界
へ

の
Ｐ

Ｒ
○

『
世

界
水

族
館

会
議

』
関

係
者

（
来

訪
者

）
へ

の
Ｐ

Ｒ

効
果

検
証

方
法

○
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

(実
証

内
容

に
対

す
る

評
価

や
事

業
化

に
向

け
た

需
要

の
把

握
(料

金
、

ル
ー

ト
等

))
○

周
辺

施
設

・
住

民
等

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
(渋

滞
等

の
周

辺
環

境
へ

の
影

響
や

周
辺

施
設

へ
の

波
及

効
果

の
把

握
)

○
『
い

わ
き

市
次

世
代

交
通

シ
ス

テ
ム

研
究

会
』に

よ
る

産
学

官
連

携
で

の
実

証
検

証

１
．

運
行

概
要

3-13



9

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

運
行

日
程

便
数

い
わ

き
・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

ア
ク

ア
マ

リ
ン

パ
ー

ク
ア

ク
ア

マ
リ

ン
ふ

く
し

ま
交

通
タ

ー
ミ

ナ
ル

汐
風

竹
町

通
り

入
口

元
小

名
浜

魚
市

場
前

三
崎

公
園

い
わ

き
・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

平
日

1
便

1
0
：
1
0

1
0
：
1
4

1
0
：
1
5

1
0
：
1
7

1
0
：
2
0

1
0
：
2
7

―
1
0
：
3
5

2
便

1
0
：
5
0

1
0
：
5
4

1
0
：
5
5

1
0
：
5
7

1
1
：
0
0

1
1
：
0
7

―
1
1
：
1
5

3
便

1
1
：
3
0

1
1
：
3
4

1
1
：
3
5

1
1
：
3
7

1
1
：
4
0

1
1
：
4
7

―
1
1
：
5
5

4
便

1
3
：
2
0

1
3
：
2
4

1
3
：
2
5

1
3
：
2
7

1
3
：
3
0

1
3
：
3
7

―
1
3
：
4
5

5
便

1
4
：
0
0

1
4
：
0
4

1
4
：
0
5

1
4
：
0
7

1
4
：
1
0

1
4
：
1
7

―
1
4
：
2
5

6
便

1
4
：
4
0

1
4
：
4
4

1
4
：
4
5

1
4
：
4
7

1
4
：
5
0

1
4
：
5
7

―
1
5
：
0
5

7
便

1
5
：
2
0

1
5
：
2
4

1
5
：
2
5

1
5
：
2
7

1
5
：
3
0

1
5
：
3
7

―
1
5
：
4
5

土
日

1
便

9
：
3
0

9
：
3
4

9
：
3
5

9
：
3
7

9
：
4
0

9
：
4
7

―
9
：
5
5

2
便

1
0
：
1
0

1
0
：
1
4

1
0
：
1
5

1
0
：
1
7

1
0
：
2
0

1
0
：
2
7

―
1
0
：
3
5

3
便

1
0
：
5
0

1
0
：
5
4

1
0
：
5
5

1
0
：
5
7

1
1
：
0
0

1
1
：
0
7

1
1
：
1
7

1
1
：
2
9

4
便

1
1
：
4
5

1
1
：
4
9

1
1
：
5
0

1
1
：
5
2

1
1
：
5
5

1
2
：
0
2

1
2
：
1
2

1
2
：
2
4

5
便

1
4
：
0
0

1
4
：
0
4

1
4
：
0
5

1
4
：
0
7

1
4
：
1
0

1
4
：
1
7

1
4
：
2
7

1
4
：
3
9

6
便

1
4
：
5
5

1
4
：
5
9

1
5
：
0
0

1
5
：
0
2

1
5
：
0
5

1
5
：
1
2

1
5
：
2
2

1
5
：
3
4

7
便

1
5
：
5
0

1
5
：
5
4

1
5
：
5
5

1
5
：
5
7

1
6
：
0
0

1
6
：
0
7

―
1
6
：
1
5

２
．

運
行

ダ
イ

ヤ

3-14
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

３
．

利
用

者
確

保
方

法

平
常

時
平

日
平

常
時

休
日

イ
ベ

ン
ト
時

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

す
る

主
な

客
層

•
商

業
施

設
に

き
た

親
子

連
れ

等
（
居

住
層

：
小

名
浜

市
内

）

•
市

外
か

ら
の

観
光

客
•
商

業
施

設
に

き
た

親
子

連
れ

等
（
居

住
層

：
近

隣
市

町
、

県
外

）

•
会

議
に

出
席

す
る

海
外

か
ら

の
研

究
者

や
そ

の
家

族
・
マ

ス
コ

ミ
な

ど
※

イ
ベ

ン
ト
目

的
の

来
訪

者

広
報

計
画

事
前

周
知

１
プ

レ
ス

リ
リ

ー
ス

〇
市

長
記

者
会

見
：
1
0
月

1
6
日

(火
)

２
H

P
・
S

N
S
の

活
用

〇
市

公
式

H
P

・
S
N

S
〇

バ
ッ

テ
リ

ー
バ

レ
ー

推
進

機
構

、
実

証
エ

リ
ア

周
辺

施
設

の
H

P
・
S
N

S
３

そ
の

他
広

報
○

周
辺

施
設

へ
の

ポ
ス

タ
ー

等
の

設
置

○
地

区
住

民
へ

の
回

覧
○

路
線

バ
ス

車
内

へ
の

ポ
ス

タ
ー

等
の

設
置

○
F
M

い
わ

き
で

の
P

R
放

送

(左
記

に
加

え
た

内
容

は
次

の
通

り
)

１
H

P
・
S

N
S
の

活
用

〇
い

わ
き

観
光

ま
ち

づ
く
り

ビ
ュ

ー
ロ

ー
の

H
P

・
S
N

S
２

そ
の

他
広

報
○

市
内

観
光

施
設

へ
の

ポ
ス

タ
ー

等
の

設
置

○
観

光
案

内
所

で
の

チ
ラ

シ
等

の
設

置
○

い
わ

き
駅

、
泉

駅
へ

の
ポ

ス
タ

ー
等

の
設

置

(左
記

に
加

え
た

内
容

は
次

の
通

り
)

１
そ

の
他

広
報

ア
ク

ア
マ

リ
ン

ふ
く
し

ま
と

連
携

し
た

世
界

水
族

館
会

議
出

席
関

係
機

関
向

け
の

事
前

広
報

(英
語

版
チ

ラ
シ

の
配

布
)

当
日

周
知

１
サ

イ
ン

関
係

〇
乗

降
ポ

イ
ン

ト
の

設
置

(７
箇

所
)

○
実

証
Ｐ

Ｒ
サ

イ
ン

の
設

置
(４

箇
所

)
○

運
行

車
両

４
面

へ
の

横
断

幕
設

置
２

そ
の

他
広

報
○

イ
オ

ン
モ

ー
ル

、
い

わ
き

・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

で
の

館
内

放
送

(左
記

に
加

え
た

内
容

は
次

の
通

り
)

１
サ

イ
ン

関
係

○
イ

オ
ン

モ
ー

ル
、

ア
ク

ア
マ

リ
ン

ふ
く
し

ま
、

い
わ

き
・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

の
総

合
案

内
所

前
へ

の
実

証
P

R
パ

ネ
ル

の
設

置

(左
記

に
加

え
た

内
容

は
次

の
通

り
)

１
出

席
者

等
へ

の
周

知
広

報
○

会
場

内
へ

の
サ

イ
ン

設
置

○
会

場
内

へ
の

チ
ラ

シ
の

配
布

○
Ｐ

Ｒ
ア

ナ
ウ

ン
ス

の
実

施
(休

憩
時

間
等

適
宜

)
２

そ
の

他
広

報
○

会
場

内
に

お
い

て
、

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

Ｐ
Ｒ

ブ
ー

ス
を

設
置

し
、

パ
ネ

ル
等

を
展

示

ア
ン

ケ
ー

ト
ポ

イ
ン

ト

○
利

用
目

的
○

事
業

化
に

向
け

た
需

要
(利

用
意

向
・
料

金
)

○
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
へ

の
効

果
・
期

待

(左
記

に
加

え
た

内
容

は
次

の
通

り
)

○
来

訪
者

の
属

性
○

来
訪

目
的

○
乗

車
理

由
○

実
証

エ
リ

ア
ま

で
の

移
動

手
段

(左
記

に
加

え
た

内
容

は
次

の
通

り
)

○
他

国
で

の
利

用
実

績
○

『
小

名
浜

』
で

利
用

し
て

よ
か

っ
た

点
・
魅

力
を

感
じ

た
点

○
魅

力
を

高
め

る
た

め
に

必
要

な
対

策
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

４
．

効
果

検
証

方
法

（
調

査
方

法
）

１
利

用
者

数
の

把
握

〇
運

転
手

に
よ

る
集

計
(便

別
、

停
留

所
別

集
計

)

２
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 
対

象
○

乗
車

さ
れ

た
方

 
調

査
方

法
○

紙
媒

体
で

の
回

答
○

W
e
b上

で
の

回
答

 
調

査
項

目
○

属
性

○
来

訪
(乗

車
)理

由
○

実
証

内
容

に
対

す
る

評
価

○
事

業
化

に
向

け
た

需
要

の
把

握
(利

用
意

向
・
料

金
設

定
)

○
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

効
果

と
期

待
※

外
国

人
に

対
し

て
は

、
「
他

国
で

の
利

用
実

績
」
、

「
『
小

名
浜

』
で

利
用

し
て

よ
か

っ
た

点
」
、

「
魅

力
を

高
め

る
た

め
に

必
要

な
対

策
」
を

問
う

。

３
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

○
周

辺
施

設
・
住

民
等

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
(渋

滞
等

の
周

辺
環

境
へ

の
影

響
や

周
辺

施
設

へ
の

波
及

効
果

の
把

握
)

４
そ

の
他

○
『
い

わ
き

市
次

世
代

交
通

シ
ス

テ
ム

研
究

会
』
に

よ
り

、
産

学
官

が
連

携
し

、
今

般
の

実
証

結
果

を
踏

ま
え

た
事

業
化

の
検

討
、

他
エ

リ
ア

で
の

活
用

可
能

性
等

を
調

査
研

究
す

る
。

※
外

国
人

向
け

ア
ン

ケ
ー

ト
は

、
英

語
訳

で
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

作
成

。
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12

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.3

実
施
体
制
】

実
施

体
制

地
方

公
共

団
体

内
で

の
役

割
分

担

団
体

名
役

割

い
わ

き
市

実
証

調
査

責
任

者
、

関
係

機
関

と
の

調
整

、
周

知
広

報
、

効
果

検
証

等

い
わ

き
市

次
世

代
交

通
シ

ス
テ

ム
研

究
会

産
学

官
連

携
し

た
実

証
検

証
、

事
業

化
に

向
け

た
検

証
、

周
知

広
報

支
援

新
常

磐
交

通
株

式
会

社
運

転
手

人
材

の
輩

出
、

周
知

広
報

支
援

い
わ

き
観

光
ま

ち
づ

く
り

ビ
ュ

ー
ロ

ー
観

光
施

策
と

の
連

携
、

周
知

広
報

支
援

い
わ

き
・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

車
両

配
置

場
所

の
提

供
、

周
辺

施
設

と
の

調
整

、
周

知
広

報
支

援

○
小

名
浜

ま
ち

づ
く
り

市
民

会
議

○
㈱

ま
ち

も
り

シ
オ

カ
ゼ

住
民

ガ
イ

ド
の

人
材

輩
出

・
育

成
、

運
行

ル
ー

ト
の

検
討

、
周

知
広

報
支

援

い
わ

き
バ

ッ
テ

リ
ー

バ
レ

ー
推

進
機

構
産

業
施

策
と

の
連

携
(将

来
的

な
技

術
連

携
)、

社
会

受
容

性
の

喚
起

、
周

知
広

報
支

援

所
属

名
・
担

当
者

名
役

割

総
合

政
策

部
創

生
推

進
課

松
本

雄
二

郎
実

証
調

査
責

任
者

観
光

交
流

室
観

光
事

業
課

折
笠

貴
之

観
光

施
策

と
の

連
携

、
観

光
施

設
と

の
調

整

都
市

建
設

部
都

市
計

画
課

高
木

洋
明

地
元

ま
ち

づ
く
り

団
体

、
道

路
管

理
者

、
交

通
事

業
者

と
の

調
整

産
業

振
興

部
産

業
創

出
課

米
本

憲
司

産
業

施
策

（
い

わ
き

バ
ッ

テ
リ

ー
バ

レ
ー

構
想

）
と

の
連

携
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13

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.4

関
係
機
関
と
の
調
整
状
況
】

団
体

名
調

整
状

況
備

考

公
共

交
通

機
関

等
電

車
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

バ
ス

新
常

磐
交

通
㈱

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

運
転

手
人

材
の

輩
出

タ
ク

シ
ー

福
島

県
タ

ク
シ

ー
協

会
い

わ
き

支
部

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

行
政

道
路

管
理

者
い

わ
き

市
、

福
島

県
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

地
方

運
輸

局
・
支

局
福

島
運

輸
支

局
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

警
察

い
わ

き
東

警
察

署
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

そ
の

他
経

済
団

体
い

わ
き

商
工

会
議

所
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

観
光

協
会

い
わ

き
観

光
ま

ち
づ

く
り

ビ
ュ

ー
ロ

ー
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

周
知

広
報

支
援

商
業

施
設

等
い

わ
き

・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

車
両

配
置

場
所

の
提

供
、

周
辺

施
設

と
の

調
整

等

地
域

住
民

○
小

名
浜

ま
ち

づ
く
り

市
民

会
議

○
ま

ち
も

り
シ

オ
カ

ゼ
㈱

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

添
乗

ガ
イ

ド
の

協
力

、
運

行
ル

ー
ト

の
検

討
等

そ
の

他
い

わ
き

市
次

世
代

交
通

シ
ス

テ
ム

研
究

会
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

産
学

官
連

携
の

実
証

検
証

等
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14

事
業

化
後

の
事

業
ス

キ
ー

ム

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.5

事
業
化
に
向
け
た
検
討
】

構
想

の
実

現
に

向
け

た
中

長
期

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

実
施

内
容

平
成

30
年

度

平
成

31
年

度

平
成

32
年

度
～

第
1四

半
期

第
2四

半
期

第
3四

半
期

第
4四

半
期

実
証

実
験

・
効

果
検

証
・
事

業
化

に
向

け
た

関
係

者
と

の
調

整
等

財
源

確
保

に
向

け
た

調
整

事
業

化
に

向
け

た
準

備
期

間
(車

両
確

保
・
運

営
体

制
構

築
等

)

運
行

開
始

・
効

果
検

証
に

よ
る

事
業

見
直

し

Ｈ
3
1
秋

～
：
運

行
開

始
(目

標
)

運
行

日
土

日
祝

運
行

ル
ー

ト
小

名
浜

地
区

(ア
ク

ア
マ

リ
ン

パ
ー

ク
を

基
点

と
し

た
ル

ー
ト

)
※

実
証

結
果

を
踏

ま
え

地
域

住
民

の
需

要
に

も
応

じ
た

ル
ー

ト
を

設
定

。

運
行

主
体

地
元

観
光

事
業

者
※

行
政

や
地

元
交

通
事

業
者

が
連

携
し

な
が

ら
運

行
。

運
行

形
態

定
時

定
路

線
型

運
行

料
金

有
償

運
送

（
一

般
乗

合
旅

客
運

送
事

業
）

※
金

額
に

関
し

て
は

実
証

で
需

要
調

査
し

た
上

で
設

定
。

事
業

継
続

性
行

政
が

側
面

的
に

支
援

し
な

が
ら

、
将

来
的

に
は

、
地

域
内

観
光

・
商

業
施

設
、

商
店

街
等

で
負

担
金

を
拠

出
す

る
な

ど
に

よ
り

、
地

域
全

体
で

持
続

可
能

な
運

営
体

制
を

構
築

す
る

。

事
業

概
要

事
業

概
要

運
営

主
体

（
地

元
観

光
事

業
者

）

運
行

事
業

者
（
地

元
交

通
事

業
者

）

乗
客

(来
訪

者
・
住

民
)

運
賃

有
償

運
送

運
行

委
託

契
約

運
行

補
助

(委
託

)

実
績

報
告

等

行
政

周
知

広
報

周
辺

施
設

等

負
担

金

運
営

体
制

図
運

営
体

制
図
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15

１
実

証
調

査
及

び
そ

の
後

の
事

業
化

を
推

進
す

る
体

制

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.6

そ
の
他
（
※
記
載
は
任
意
）
】

い
わ

き
市

次
世

代
交

通
シ

ス
テ

ム
研

究
会

■
設

立
目

的
本

市
の

交
通

課
題

の
解

消
に

向
け

、
次

世
代

技
術

を
活

用
し

た
交

通
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
向

け
た

調
査

研
究

等
を

行
う

こ
と

を
目

的
に

設
立

■
取

組
内

容
・
新

た
な

交
通

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

た
調

査
・
研

究
■

構
成

市
内

経
済

界
、

高
等

教
育

機
関

、
交

通
事

業
者

、
行

政
機

関
（
1
5名

）
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
(２

名
：
東

京
大

学
准

教
授

、
東

北
大

学
教

授
)

【
平

成
3
0
年

６
月

2
2
日

設
立

】

い
わ

き
バ

ッ
テ

リ
ー

バ
レ

ー
推

進
機

構

■
設

立
目

的
地

域
経

済
の

発
展

と
産

業
振

興
を

目
的

に
、

蓄
電

池
(バ

ッ
テ

リ
ー

)産
業

の
集

積
に

向
け

た
各

種
事

業
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
に

設
立

■
取

組
内

容
・
バ

ッ
テ

リ
ー

技
術

に
よ

る
産

業
振

興
・
関

連
企

業
の

誘
致

推
進

■
構

成
市

内
経

済
界

、
高

等
教

育
機

関
、

行
政

機
関

、
N

P
O

（
1
7
団

体
）

【
平

成
2
7
年

４
月

１
日

設
立

】

連
携

内
容

●
車

両
性

能
向

上
に

向
け

た
技

術
的

連
携

(新
た

な
産

業
の

創
出

)
●

社
会

受
容

性
の

喚
起

(E
V

車
・
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
)

●
周

知
広

報
支

援

連
携

内
容

●
産

学
官

連
携

し
た

実
証

検
証

●
事

業
化

に
向

け
た

検
証

●
周

知
広

報
支

援

産
学

官
が

連
携

し
た

体
制

に
よ

り
、

事
業

化
を

想
定

し
た

効
果

的
な

実
証

を
実

施
。

本
市

に
お

い
て

は
、

産
学

官
が

連
携

し
な

が
ら

、
交

通
・
産

業
施

策
を

推
進

す
る

体
制

が
構

築
さ

れ
て

い
る

。
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16

２
実

証
地

域
「
小

名
浜

」
地

区
の

概
況

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.6

そ
の
他
】

 
地

区
別

人
口

・
世

帯
数

・
高

齢
化

率
(主

要
地

区
抜

粋
)

地
区

名
観

光
地

点
名

観
光

交
流

人
口

数

市
内

観
光

交
流

人
口

の
合

計
8
,1

4
1,

1
4
2人

小
名

浜

ア
ク

ア
マ

リ
ン

パ
ー

ク
（
ア

ク
ア

マ
リ

ン
ふ

く
し

ま
、

い
わ

き
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

、
小

名
浜

美
食

ホ
テ

ル
）

1
,7

4
1
,1

2
9
人

三
崎

公
園

9
0
,7

9
4
人

常
磐

ス
パ

リ
ゾ

ー
ト

ハ
ワ

イ
ア

ン
ズ

1
,8

4
8
,7

2
1
人

い
わ

き
湯

本
温

泉
3
0
6
,5

6
9
人

 
平

成
2
9
年

度
市

内
観

光
交

流
人

口
数

(主
要

地
区

抜
粋

)

地
区

名
人

口
数

世
帯

数
高

齢
化

率

市
全

体
の

合
計

3
2
5
,0

93
人

1
4
4
,9

42
世

帯
2
9
.6

2％

平
8
9
,9

7
8
人

4
0
,6

5
2
世

帯
2
7
.8

3
％

小
名

浜
7
8
,2

9
5
人

3
4
,3

4
8
世

帯
2
6
.2

4
％

常
磐

3
3
,5

8
1
人

1
5
,2

9
3
世

帯
3
1
.6

6
％

※
平

成
3
0
年

４
月

２
日

時
点

○
小

名
浜

・
常

磐
地

区
が

本
市

の
観

光
拠

点
地

域
(市

全
体

の
約

50
％

）
。

○
交

流
人

口
数

は
、

震
災

前
(平

成
2
2
年

度
)の

７
割

程
度

。
○

小
名

浜
地

区
で

は
、

本
年

６
月

の
イ

オ
ン

モ
ー

ル
い

わ
き

小
名

浜
開

業
後

、
平

日
１

万
人

、
土

日
祝

４
万

人
程

度
が

ア
ク

ア
マ

リ
ン

パ
ー

ク
を

訪
れ

て
お

り
、

更
な

る
経

済
効

果
の

拡
大

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。

○
小

名
浜

地
区

は
、

平
地

区
(J

R
い

わ
き

駅
)に

次
ぐ

人
口

集
積

。

ア
ク

ア
マ

リ
ン

パ
ー

ク
に

集
中

す
る

経
済

効
果

を
周

辺
地

域
へ

波
及

さ
せ

る
こ

と
で

、
被

災
復

興
地
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済

循
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促
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(地
域

全
体

の
活

性
化

)を
図

る
。

 
周

辺
地

域
と

を
結

ぶ
移

動
手

段
の

確
保

が
必

要
不

可
欠

。

ア
ク

ア
マ

リ
ン

パ
ー

ク
へ

の
集

客
を

活
か

し
、

地
域

全
体

の
経

済
循

環
を

促
進
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［
和

文
］
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1
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］

1
0
th

 I
n
te

rn
at

io
n
al

 A
qu

ar
iu

m
 C

o
n
gr

e
ss

■
会

議
内

容
世

界
水

族
館

会
議

は
モ

ナ
コ

海
洋

科
学

館
主

催
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催
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催
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催
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催
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島
県

、
い

わ
き

市
、

猪
苗

代
町

、
い

わ
き

商
工

会
議

所
、

い
わ

き
観

光
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議
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館
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。
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る

世
界

水
族

館
会

議
と

連
携

し
、

よ
り

多
様

な
多

く
の

来
訪

者
に

本
市

小
名

浜
エ

リ
ア

を
周

遊
し

て
い

た
だ

く
こ

と
で

、
当

該
エ

リ
ア

の
認

知
度

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
普

及
促

進
に

つ
な

げ
る

も
の

。
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3.2.2 実証調査の実施 

1) 実証調査概要 

実証調査については以下の通り実施した。 

 

表 実証調査概要 

■調査概要

■役割分担

概
要

実施期間

平成30年10月30日（火）～11月12（月） 計14日間
①平常時（平日）：10月30日（火）～11月2日（金）、11月12日（月）
②平常時（休日）：11月3日（土）、11月4日（日）、11日（日）

③イベント時：11月5日（月）～11月10日（土） ※世界水族館会議開催

運行ルート

■まちなか巡回コース（約４km） ■ちょっとおでかけコース（約７km）※土日４便のみ運行
①いわき・ら・ら・ミュウ → ②アクアマリンパーク → ③アクアマリンふくしま → 
④交通ターミナル → ⑤汐風竹町通り入口 → ⑥元小名浜魚市場前 →
⑦三崎公園（土日の４便のみ） → ⑧いわき・ら・ら・ミュウ

運転手 新常磐交通株式会社 ３名

導入車両 eCOM-8（10人乗り） １台

自治体 いわき市総合政策部創生推進課 （調査責任者、関係機関との調整、周知広報、効果検証等）

交通事業者 新常磐交通株式会社 （運転手人材の輩出 等）

商業施設 いわき・ら・ら・ミュウ （車両配置場所の提供、周辺施設との調整 等）

観光協会 いわき観光まちづくりビューロー （観光施策との連携 等）

その他
小名浜まちづくり市民会議 （住民ガイドの人材輩出・育成、運行ルート検討 等）
いわき市次世代交通システム研究会 （産学官連携した実証検証、事業化に向けた検証 等）
いわきバッテリーバレー推進機構 （産業施策との連携、社会受容性の喚起 等）

《運行形態》
・定時定路線型運行
・乗降場所にて乗り降り（事前予約不要）
・乗車料金は無料

《運行便数》
・７便/日（約45分間隔にて運行）

平日 10：10～15：45
土日 09：30～16：15

《その他》
・休日限定で近隣観光スポットへ立ち寄り
・住民ガイドによるナビゲートを実施
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2) 実証調査の様子 

 

図 実証調査の様子 
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3) 広報資料 

利用者確保のための広報資料については以下の通り作成した。 

 

  

図 自治体が作成した広報資料 
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3.2.3 実証調査の成果 

以下に実証調査の成果概要を示す。 

 

1) 利用実態 

① 利用者数 

14日間合計で延べ646名の利用があった。1日平均利用者数は46.1人、乗車定員に占める利用者数は

73.2%であった（日別利用者数の詳細は次頁に示す）。気温と利用者数の明確な関連性は確認できな

いが、雨の日については晴れの日と比べて利用が少ない傾向にあった。 

乗車数、降車数ともに、始発・終着のいわき・ら・ら・ミュウが9割と最も多い結果であった。な

お、いくつかの乗降所にて、積み残しが発生するとともに、途中下車しにくいという事例も発生した。 

 

表 利用者数総括 

延べ利用者数 646人 
1 日平均利用者数 46.1人 
延べ利用者数÷（便数×車両定員） 73.2% 
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表 各便別の乗車人数 

 

表 乗降場所別乗降実績 

 

 

便数 
平日 土日 

いわき・ら・

ら・ミュウ発 
いわき・ら・

ら・ミュウ着 
乗車数 

いわき・ら・ら・

ミュウ発 
いわき・ら・ら・

ミュウ着 
乗車数 

第 1 便 10:10 10:35 74 9:30 9:55 25 

第 2 便 10:50 11:15 54 10:10 10:35 34 

第 3 便 11:30 11:55 52 10:50 11:29 36 

第 4 便 13:20 13:45 49 11:45 12:24 37 

第 5 便 14:00 14:25 50 14:00 14:39 36 

第 6 便 14:40 15:05 72 14:55 15:34 38 

第 7 便 15:20 15:45 56 15:50 16:15 33 

 平日合計 407  土日合計 239 

乗降者数（上段：乗車／下段：降車）

①いわき・

ら・ら・ミ

ュウ 

②アクアマ

リンパーク 

③アクアマ

リンふくし

ま 

④交通タ

ーミナル 

⑤汐風竹町

通り入口 

⑥元小名浜

魚市場前 

⑦三崎

公園 

⑧いわき・

ら・ら・ミュ

ウ 

合 

計 

600 18 6 0 11 8 3 － 646

－ 13 2 14 13 8 9 587 646
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② 総走行距離・環境負荷軽減効果 

期間中総走行距離は428台・kmであり、乗用車との比較によるグリーンスローモビリティ導入に伴

うCO2削減効果は90kg-CO2であった。 

 

表 総走行距離・環境負荷軽減効果 

期間中総走行距離（回送は含まない） 428台・km 
CO2 削減効果（乗用車との比較） 90kg-CO2 

 

【環境負荷軽減効果について】 

・同じ距離の輸送を小型車量（ガソリン車）で代替した場合との比較によりCO2削減効果を計測。 

・グリーンスローモビリティ運行に伴う電力消費に関連するCO2排出量はゼロとして取扱う。 

・小型車両のCO2排出原単位については平均旅行速度20km/hの小型に相当する210g-CO2/km・台とし

て設定した（国土技術政策総合研究所資料 第671号「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係

数の算定根拠（平成22年度版）」）。 

 

2) 運営者側の声 

運行主体のバス事業者からは、運転に当たり利用者から感謝されることで、モチベーション高く運

行できたと評価された点がメリットとして挙げられた。一方で、運転手からはバッテリー持久力が低

いことから、常に電欠に留意しつつ運転する必要があり、車両性能面への指摘があった。 

当初の想定以上に多くの利用があったことから、利用者から運行主体に対して乗りたいが乗れない、

途中下車しにくいなどの意見が寄せられた。需要と車両のキャパシティに乖離があり回遊効果が限定

的なものとなっているという指摘もあった。 

また、利用者の中には、生活の足としての利用もあり、思わぬ利用形態が確認できた面もあったこ

とが確認されている。 

 

3) 利用者側の声 

アンケート調査結果より、「景色を楽しめた」、「便利・面白い」等の好意的な意見が回答者の6

～7割を占めていることが確認された。 

導入効果として「回遊性向上」や「観光地の価値向上」を期待する声が多く寄せられた。一方で、

便数やルート、停留所の不足などを指摘する声も挙げられる。 

今後の利用意向については9割超と高く、乗車料金については、8割以上が料金負担を肯定しており、

有償化の可能性も伺える結果となった。 
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《アンケート結果抜粋》 

問：グリーンスローモビリティに乗った感想(複数回答可) 

「景色を楽しめた」という意見が最も多かった。次いで、「便利・面白い」という意見が多く、観

光地であるため、モビリティそのものが観光のコンテンツとして活用可能であることが把握できた。

また、案内ガイドの添乗や車内音楽が満足度を高めることが分かった。一方、悪天候時の運行や車両

のモーター音の大きさを懸念する意見も寄せられた。 

 

 

図 グリーンスローモビリティに乗った感想 

 

 

 

問：将来、グリーンスローモビリティが小名浜地区で運行されたら利用しますか。 

「利用したい」という意見が回答者の95.0％を占めており、将来的な本格運行に向けた期待の高さ

が伺える結果となった。また、利用したくない理由に関しても、サービス内容の見直しにより改善可

能である。 

 

 

【利用したくないの理由(複数回答可)】 

○便数が少ない・・・・・・・・ 9 人 

○行先やルートが合わない・・・12 人 

○停留所が少ない・・・・・・・ 4 人 

 

図 グリーンスローモビリティに乗った感想 
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問：グリーンスローモビリティの乗車料金はいくらまでなら利用しますか。 

将来の有償運送時の運賃に関しては、「1 乗車あたり 100 円までなら利用する」という意見が最も

多かった。 

 

 

図 グリーンスローモビリティの乗車料金の支払意向 

 

 

問：グリーンスローモビリティは、どのような効果があると考えますか。 

地域課題である回遊性向上や観光地としてのエリア価値の向上に期待する声が多い。また、自家用

車の稼働抑制、CO2削減などに対する期待も確認されている。 

 

 
【その他の効果】 

○子供が楽しめる ・・・・・・1人 

○高齢者の足の確保に繋がる・・1人 ほか 

 

図 グリーンスローモビリティの導入効果 
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3.3 東員町における実証調査 

3.3.1 実施準備 

1) 地域会議の実施 

以下の通り全4回開催した。以降に各回の議事内容を掲載する。 

 

表 地域会議の実施状況 

 
日時・ 

場所 
議事内容 

第1回 2018/9/27 

13:00-15:00 

東員町役場 

【協議事項】 

・運行ルート・サービス内容等 

・関係機関との調整状況 

・利用対象者への周知・広報計画 

・実証期間 

・効果検証の方法 

・充電設備、車両管理場所 

・実証までのスケジュール 

【次回までの調整・準備事項】 

・運行計画 

・運転手等の計画 

・実証期間 

・関係機関との調整（運輸支局、道路管理者、NPT・地域関係者等） 

・アンケートの調査票及び調査方法 

第2回 2018/10/17 

16:00-16:30 

電話にて対応 

【協議事項】 

・計画書の内容確認 

・運転手等の計画 

第3回 2018/11/5 

10:30-12:00 

東員町役場 

【協議事項】 

・計画書の内容確認 

・車両搬入、運転者講習等 

【次回までの調整・準備事項】 

・計画書の修正 

第4回 2019/1/28 

10:30-12:00 

東員町役場 

【協議事項】 

・実証調査結果の共有（利用者数、アンケート結果） 

・地域課題解決に対する有効性 

・実証調査で確認された課題 

・事業化に向けた展望と課題 

・次年度以降の予定 

 

2) 実施計画書の作成 

作成した実施計画書を次頁以降に掲載する。 
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1

平
成

30
年

度

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
活

用
検

討
に

向
け

た
実

証
調

査
支

援
事

業

実
施

計
画

書

実
証

地
域

三
重

県
東

員
町

笹
尾

西
・
笹

尾
東

地
区

事
業

名
称

高
齢

化
が

進
む

住
宅

団
地

で
共

助
に

よ
る

モ
ビ

リ
テ

ィ
サ

ー
ビ

ス
の

実
現
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2

■
実
証
調
査
地
域
の
概
要

本
調
査
地
域
は

、
東
員
町
の

北
部
に
位
置

す
る
住

宅
団
地
の
笹

尾
西
（
さ
さ

お
に
し
）

・
笹
尾

東
（
さ
さ
お

ひ
が
し
）
地

区
で
、
本

町
の
人

口
約
２
５

,０
０
０
人
の
半

分
が
こ

こ
に
居

住
し
て
い
る

。
昭

和
５
０
年
か

ら
６
０
年
代

に
入
居
が
始

ま
り
、

現
在
急
速
な

高
齢
化
を
迎

え
て
い
る

。
【
平

成
３
０
年
７

月
末
時
点
で

の
笹
尾
西

地
区
高

齢
化
率
３
６

．
７
％
】

主
に
名
古
屋
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
造

成
さ
れ

た
住
宅
団
地

で
あ
る
た
め

、
住
民
の

多
く
の

移
動
手
段
は

自
動
車
に
依

存
し
て
い

る
。
地

理
的
特
性
と

し
て
、
丘
陵

の
高
低
差

が
大
き

く
、
高
齢
者

に
と
っ
て
徒

歩
移
動
は

や
や
厳

し
い
地
形
と

な
っ
て
い
る

。

【1
実
証
調
査
の
背
景
・目

的
】

北
部

の
団

地

東
員

町
の

土
地

利
用

現
況
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3

■
公

共
交

通
網

の
状

況

東
員

町
内

の
公

共
交

通
は

、
三

岐
鉄
道

北
勢

線
と

民
間
の

路
線

バ
ス
が

東
西

方
に
運

行
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
を
補

完
し

接
続
す

る
形

で
南

北
方

向
に

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ
ス

（
オ

レ
ン

ジ
バ

ス
）

が
運
行

し
て

い
る
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

は
主
に

高
齢

者
を
対

象
と

し
て

お
り

、
町

内
全
域

へ
の

お
で
か

け
、

ま
た

様
々

な
公

共
交
通

と
の

接
続
に

よ
る

町
外

へ
の

移
動

手
段
と

し
て

位
置
づ

け
て

い
る

。

【1
実
証
調
査
の
背
景
・目

的
】

町
内

の
公

共
交

通
ル

ー
ト北

部
の

団
地
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4

■
地

域
が

抱
え

る
課

題

・
急

速
な

高
齢

化
に

よ
り

、
自

家
用

車
に

替
わ

る
公

共
交

通
の

確
保

・
高

齢
者

に
と

っ
て

徒
歩

移
動

は
厳

し
い

丘
陵

地

・
今

後
増

加
が

見
込

ま
れ

る
１

人
暮

ら
し

の
高

齢
者

な
ど

の
日

常
生

活
に

欠
か

せ
な

い
移

動
手

段
の

確
保

・
住

宅
団

地
特

有
の

希
薄

な
共

助

【1
実
証
調
査
の
背
景
・目

的
】

北
部

の
住

宅
団

地
住

宅
団

地
内

の
坂
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5

■
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

優
位

性

・
地

域
住

民
で

も
運

転
で

き
る

た
め

、
住

民
に

よ
る

共
助

型
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
サ

ー
ビ

ス
を

実
現

で
き

る

・
財

源
縮

小
な

ど
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

事
業

の
維

持
、

拡
大

が
困

難
で

あ
る

中
、

新
た

な
交

通
施

策
と

し
て

実
現

の
可

能
性

・
住

民
の

日
常

生
活

に
欠

か
せ

な
い

買
い

物
移

動
の

確
保

と
し

て
、

住
宅

団
地

の
中

心
に

位
置

す
る

ス
ー

パ
ー

へ
の

移
動

を
主

と
し

た
事

業
規

模
に

適
し

て
い

る
・
低

速
な

の
で

、
運

転
者

、
歩

行
者

に
安

全
で

あ
り

、
ま

た
、

小
型

な
の

で
狭

い
道

で
も

走
行

が
可

能
・
エ

ン
ジ

ン
が

な
く
静

粛
性

に
優

れ
る

た
め

、
住

宅
地

域
で

の
運

行
に

有
利

・
排

気
ガ

ス
が

な
く
、

地
域

の
環

境
に

優
し

い

笹
尾

西
、

笹
尾

東
地

区
の

課
題

に
対

し
非

常
に

適
し

て
お

り
、

有
効

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る

【1
実
証
調
査
の
背
景
・目

的
】
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6

■
テ

ー
マ

は
「
共

助
」

今
回

の
実

証
調

査
は

、
今

後
高

齢
化

す
る

地
域

で
の

新
た

な
移

動
手

段
に

つ
い

て
考

え
る

も
の

で
、

テ
ー

マ
は

「
共

助
」
。

車
の

免
許

が
な

い
の

で
出

か
け

に
く
い

、
買

い
物

に
行

き
た

い
け

ど
歩

く
の

は
大

変
、

そ
ん

な
方

を
地

域
の

方
が

助
け

る
状

態
を

目
指

し
ま

す
。

【1
実
証
調
査
の
背
景
・目

的
】
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7

【2
実
証
調
査
の
概
要
】

住
宅

団
地

内
の

中
心

に
位

置
す

る
ス

ー
パ

ー
へ

の
買

い
物

移
動

と
近

く
の

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
停

留
所

ま
で

の
移

動
を

デ
マ

ン
ド

型
交

通
で

実
施

。

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

地
域

住
民

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
な

ど

運
転

公
共

施
設

（
笹

尾
連

絡
所

）

ス
ー

パ
ー

バ
ス

停

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

、
民

間
バ

ス
に

乗
り

換
え

、
広

域
に

移
動

【
利

用
者

】
地

域
住

民
（
高

齢
者

を
想

定
）

自
宅

ス
ー

パ
ー

で
買

い
物

電
話
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8

【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.1

運
用
エ
リ
ア
】

■
実

証
エ

リ
ア

ス
ー

パ
ー

笹
尾

西
地

区

笹
尾

東
地

区
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9

【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.2

運
用
方
法
（概

要
）】

運
行

場
所

東
員

町
北

部
笹

尾
西

、
笹

尾
東

地
区

運
行

台
数

２
台

（
笹

尾
西

地
区

１
台

、
笹

尾
東

地
区

１
台

）

運
行

期
間

平
成

３
０

年
１

１
月

２
６

日
(月

)～
１

２
月

９
日

（
日

）

運
行

時
間

帯
８

：
３

０
～

１
６

：
０

０

運
行

形
態

デ
マ

ン
ド

型
交

通
住

宅
団

地
内

の
中

心
に

位
置

す
る

ス
ー

パ
ー

へ
の

買
い

物
移

動
と

近
く
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

停
留

所
ま

で
の

移
動

を
デ

マ
ン

ド
型

交
通

と
し

て
実

施

運
転

手
地

域
内

の
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

、
自

治
会

（
、

東
員

町
職

員
）

車
庫

の
設

置
場

所
笹

尾
西

地
区

笹
尾

連
絡

所
（
東

員
町

公
共

施
設

）
笹

尾
東

地
区

各
自

治
会

集
会

所
（
４

自
治

会
）
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10

【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.2

運
用
方
法
（概

要
）】

■
笹

尾
東

地
区

、
笹

尾
西

地
区

の
運

用
方

法
の

異
な

る
点

■
笹

尾
東

地
区

対
象

地
域

笹
尾

東
１

丁
目

か
ら

４
丁

目
の

す
べ

て
の

地
域

運
転

手
N

P
O

法
人

地
域

お
助

け
ネ

ッ
ト

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

役
場

職
員

■
笹

尾
西

地
区

対
象

地
域

調
査

期
間

中
、

１
丁

目
か

ら
４

丁
目

を
日

で
割

り
当

て
る

１
自

治
会

３
日

の
割

当
で

運
行

【
１

丁
目

】
１

１
/
２

７
～

２
９

【
２

丁
目

】
１

１
/
３

０
～

１
２

/
２

【
３

丁
目

】
１

２
/
３

～
５

【
４

丁
目

】
１

２
/
６

～
８

運
転

手
自

治
会

の
中

で
選

任
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
自

治
会

の
中

で
選

任
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11

【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.2

運
用
方
法
（概

要
）】

■
笹

尾
東

地
区

、
笹

尾
西

地
区

の
運

用
方

法
の

異
な

る
理

由

■
笹

尾
東

地
区

笹
尾

東
地

区
は

、
地

域
の

団
体

に
事

業
を

委
託

し
、

役
場

職
員

が
オ

ペ
レ

ー

タ
ー

と
し

て
支

援
し

な
が

ら
「
交

通
弱

者
が

外
に

買
い

物
に

行
け

る
状

態
」
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

■
笹

尾
西

地
区

笹
尾

西
地

区
は

、
も

う
一

歩
踏

み
込

ん
で

、
「
運

転
手

も
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
も

地
域

内
で

担
い

、
交

通
弱

者
が

外
に

買
い

物
に

行
け

る
状

態
」
を

目
指

し
て

い
ま

す
。
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12

【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
車

庫
の

位
置

車
両

２
台

で
運

行

ス
ー

パ
ー B

車
庫

笹
尾

連
絡

所

笹
尾

西
地

区

笹
尾

東
地

区

A
車

庫
④

A
車

庫
③

A
車

庫
②

A
車

庫
①

車
両

A
笹

尾
西

地
区

車
両

B
笹

尾
東

地
区
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
車

庫
の

位
置

ス
ー

パ
ー

笹
尾

西
地

区

笹
尾

東
地

区

A
車

庫
④

A
車

庫
③

A
車

庫
②

A
車

庫
①

A
車

庫
西

１
丁

目
車

庫
全

景

コ
ン

セ
ン

ト

車
両

A
笹

尾
西

地
区
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
車

庫
の

位
置

ス
ー

パ
ー

笹
尾

西
地

区

笹
尾

東
地

区

A
車

庫
④

A
車

庫
③

A
車

庫
②

A
車

庫
①

コ
ン

セ
ン

ト

車
庫

全
景

A
車

庫
西

２
丁

目
車

両
A

笹
尾

西
地

区
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15

【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
車

庫
の

位
置

ス
ー

パ
ー

笹
尾

西
地

区

笹
尾

東
地

区

A
車

庫
④

A
車

庫
③

A
車

庫
②

A
車

庫
①

コ
ン

セ
ン

ト

車
庫

全
景

室
内

か
ら

引
く

A
車

庫
西

３
丁

目
車

両
A

笹
尾

西
地

区
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16

【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
車

庫
の

位
置

ス
ー

パ
ー

笹
尾

西
地

区

笹
尾

東
地

区

A
車

庫
④

A
車

庫
③

A
車

庫
②

A
車

庫
①

車
両

A
笹

尾
西

地
区

コ
ン

セ
ン

ト

車
庫

全
景

室
内

か
ら

引
く

A
車

庫
西

４
丁

目
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
車

庫
の

位
置

ス
ー

パ
ー

笹
尾

西
地

区

笹
尾

東
地

区

車
両

B
笹

尾
東

地
区

B
車

庫
笹

尾
連

絡
所

車
庫

全
景

駐
車

位
置

B
車

庫
笹

尾
連

絡
所

コ
ン

セ
ン

ト
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18

【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
ス

ー
パ

ー
（
一

号
舘

）

ス
ー

パ
ー

笹
尾

西
地

区

笹
尾

東
地

区
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
オ

レ
ン

ジ
バ

ス

一
号

舘
バ

ス
停

ス
ー

パ
ー

笹
尾

西
地

区

笹
尾

東
地

区
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
運

行
方

法

笹
尾

西
、

笹
尾

東
地

区
と

も
同

じ
。

１
日

４
便

。
出

発
地

は
笹

尾
西

が
各

集
会

所
。

笹
尾

東
が

笹
尾

連
絡

所
。
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
電

話
予

約
イ

メ
ー

ジ
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
予

約
の

流
れ

（
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
の

役
割

）

■
電

話
予

約
■

1
1
月

1
9
日

（
月

）
予

約
開

始
■

受
付

時
間

9
：
0
0
～

1
6
：
00

■
予

約
は

利
用

日
の

前
日

ま
で

■
予

約
受

付
簿

■
氏

名
■

住
所

■
電

話
番

号
■

希
望

日
時

の
便

■
そ

の
他

何
か

あ
れ

ば

予
約

受
付

簿
地

図

■
経

路
を

作
成

遠
い

人
か

ら
順

■
連

絡
所

で
コ

ピ
ー

■
運

転
手

に
伝

達
■

難
し

そ
う

で
あ

れ
ば

先
導

や
付

き
添

い
■

運
転

手
の

シ
フ

ト
や

昼
食

方
法

確
認

■
時

々
活

動
状

況
を

見
回

り
■

一
号

舘
で

利
用

の
啓

発
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
予

約
受

付
簿
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.3

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
運

行
の

流
れ

（
運

転
手

の
役

割
）

■
経

路
確

認
■

充
電

確
認

■
雨

な
ら

シ
ー

ト
使

用
■

ア
ン

ケ
ー

ト
用

紙
、

鉛
筆

確
認

■
不

在
票

確
認

■
携

帯
電

話
確

認

■
呼

び
鈴

■
乗

車
支

援
■

不
在

の
場

合
不

在
票

投
函

行
き

■
買

い
物

を
最

大
４

５
分

待
機

■
出

発
前

に
ア

ン
ケ

ー
ト

配
布

■
揃

っ
た

ら
出

発 ■
近

い
人

か
ら

順
に

送
迎

■
車

庫
に

到
着

■
日

誌
記

入
■

時
間

が
あ

れ
ば

充
電

利
用

者
宅

一
号

舘
利

用
者

宅

■
ア

ン
ケ

ー
ト

回
収
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.2

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
緊

急
時

連
絡

体
制

事
故

発
生

運
転

手

役
場

政
策

課

警
察

消
防

（
病

院
）

サ
ポ

ー
ト

復
建

（
株

）

日
立

受
託

業
者
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■
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.2

運
用
方
法
（詳

細
）】

打
ち

合
わ

せ

お
助

け
ネ

ッ
ト

協
議

自
治

会
協

議

一
号

館
協

議

警
察

協
議

国
、

県
報

告
、

内
部

協
議

社
会

福
祉

協
議

会
協

議

議
会

報
告

チ
ラ

シ
作

成

広
報

関
連

書
類

作
成

納
車

運
転

手
講

習
会

実
証

調
査

調
査

取
り

ま
と

め
、

報
告

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.2

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
運

転
講

習
会

１
１

月
２

６
日

（
月

）

【
タ

イ
ム

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

】
８

：
０

０
笹

尾
連

絡
所

に
２

台
納

車
。

９
：
０

０
第

１
部

運
転

講
習

会
、

試
乗

１
３

：
０

０
第

２
部

運
転

講
習

会
、

試
乗

講
習

会
会

場
笹

尾
連

絡
所

【
参

加
者

】
説

明
日

立
社

員
１

人
受

講
者

地
域

お
助

け
ネ

ッ
ト

６
人

笹
尾

西
１

丁
目

４
人

笹
尾

西
２

丁
目

３
人

笹
尾

西
３

丁
目

３
人

笹
尾

西
４

丁
目

４
人

役
場

職
員

３
人

合
計

２
４

人
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.2

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
広

報
計

画

■
広

報
と

う
い

ん
１

１
月

号
掲

載
■

東
員

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

■
自

治
会

長
に

利
用

者
募

集
の

協
力

依
頼

■
地

域
内

ち
ら

し
回

覧
、

各
戸

配
布

■
報

道
に

投
げ

か
け
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.2

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
実

証
調

査
中

の
人

員
体

制

笹
尾

連
絡

所

政
策

課
職

員
２

人
東

地
区

運
転

手
１

人

役
場

政
策

課
職

員
３

人

笹
尾

西
１

丁
目

自
治

会
長

１
人

運
転

手
４

人

笹
尾

西
２

丁
目

自
治

会
長

１
人

運
転

手
２

人
笹

尾
西

３
丁

目
自

治
会

長
１

人
運

転
手

２
人

笹
尾

西
４

丁
目

自
治

会
長

１
人

運
転

手
３

人

地
域

お
助

け
ネ

ッ
ト

理
事

長
１

人
運

転
手

５
人

3-62



30

【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.2

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
主

な
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

内
容

問
１

あ
な

た
自

身
の

こ
と

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
番

号
に

○
を

つ
け

、
空

白
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
（
１

）
性

別
／

年
齢

①
男

性
・

②
女

性
／

（
）
歳

（
２

）
自

動
車

普
通

免
許

を
お

持
ち

で
す

か
？

①
持

っ
て

い
る

②
持

っ
て

い
な

い
③

持
っ

て
い

た
が

返
納

し
た

（
３

）
現

在
、

ご
自

宅
に

自
動

車
を

お
持

ち
で

す
か

？
①

自
己

所
有

の
車

が
あ

る
②

自
分

の
車

は
な

い
が

、
家

族
が

所
有

し
て

い
る

③
自

動
車

は
あ

る
が

使
わ

な
い

④
自

宅
に

車
が

な
い

問
２

買
い

物
時

の
外

出
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

番
号

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。
（
１

）
普

段
、

一
号

舘
に

は
ど

の
よ

う
な

手
段

で
行

き
ま

す
か

？
①

自
家

用
車

②
オ

レ
ン

ジ
バ

ス
③

自
転

車
④

徒
歩

⑤
家

族
の

車
に

乗
せ

て
も

ら
う

⑥
友

人
の

車
に

乗
せ

て
も

ら
う

（
２

）
車

が
無

く
な

っ
た

場
合

、
ど

の
よ

う
な

手
段

で
買

い
物

に
行

き
ま

す
か

？
①

オ
レ

ン
ジ

バ
ス

②
自

転
車

③
徒

歩
④

タ
ク

シ
ー

⑤
家

族
の

車
に

乗
せ

て
も

ら
う

⑥
友

人
の

車
に

乗
せ

て
も

ら
う

問
３

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
使

い
や

す
さ

は
ど

う
で

し
た

か
？

①
便

利
②

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

便
利

③
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
不

便
④

不
便

（
不

便
だ

と
思

う
理

由
：

）
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【3
実
証
調
査
の
詳
細
】

【3
.2

運
用
方
法
（詳

細
）】

■
実

証
調

査
終

了
後

の
取

り
組

み

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計

地
域

お
助

け
ネ

ッ
ト

聞
き

取
り

各
自

治
会

聞
き

取
り

報
告

書
取

り
ま

と
め

国
へ

報
告

地
域

お
助

け
ネ

ッ
ト

、
各

自
治

会
へ

報
告

今
後

の
方

針
決

定

3-64



3.3.2 実証調査の実施 

1) 実証調査概要 

実証調査については以下の通り実施した。 

 

表 実証調査概要 

■調査概要

概
要

実施期間

平成30年11月26日（月）～12月9日（日）
①笹尾東地区 笹尾東１丁目～４丁目のすべての地域
②笹尾西地区 【1丁目】11/27-29、【2丁目】11/30-12/2

【3丁目】12/3-5、【4丁目】12/6-8

運行ルート ①②自宅⇔団地内スーパー（一号館）、バス停⇔自宅

運転手
①ＮＰＯ法人地域お助けネット
②笹尾西自治会

導入車両 日立バッテリーゴルフカート（4人乗り） 2台

⽚上⽅⾯

住宅団地内の中心に位置するスーパー、バス停への買い物移動を、電話予約制のデマンド型交通で実施。

■役割分担

調査主体 東員町 総務部 政策課 （実施主体、企画、関係機関調整、効果検証等）

運行主体 東員町、ＮＰＯ法人地域お助けネット、笹尾西自治会 （運転手人材）

商業施設 一号館（停留所スペースの提供）

その他 東員町笹尾西・笹尾東自治会（周知、運行支援）、東員町社会福祉協議会（周知等）

オペレーター

【運転】
地域住民・
NPO法人等

公共施設
（笹尾連絡所）

スーパー

自宅

スーパーで買い物

電話予約

【利用者】
地域住民
（高齢者を想定）
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2) 実証調査の様子 

 

図 実証調査の様子 
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3) 広報資料 

利用者確保のための広報資料については以下の通り作成した。 

 

  

図 自治体が作成した広報資料 
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3.3.3 実証調査の成果 

以下に実証調査の成果概要を示す。 

 

1) 利用実態 

① 利用者数 

14日間合計で延べ111名の利用があった。1日平均利用者数は8.5人、乗車定員に占める利用者数は6

3.1%（運行便限定のネット値）であった（日別利用者数の詳細は次頁に示す）。気温と利用者数の

明確な関連性は確認できなかった。 

笹尾西地区については、25便（運行機会は最大48便）で定員いっぱいの利用があり、定員オーバー

で断ったケースもあった。一方で、笹尾東地区での運行は13便にとどまった。 

いずれの地区においても主たる利用者は高齢の女性であった。免許保有者に関しては、笹尾西地区

は半数以上が所持しているが、笹尾東地区は半数以上が所持していない、もしくは返納した状況にあ

る。 

 

表 利用者数総括 

延べ利用者数 111人 
※笹尾東地区 25 人 
※笹尾西地区86人 

1 日平均利用者数 8.5人 
※笹尾東地区 1 日平均 1.9 人 
※笹尾西地区1日平均6.6人 

延べ利用者数÷（便数×車両定員） 運行便限定（ネット値）：63.1% 
全便（グロス値）：38.5% 
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表
 
利
用

実
態
 

天
気

最
高

気
温

最
低

気
温

日
合

計
笹

尾
東

合
計

9
:0

0
着

（
8
：
3
0
発

）
1
1
:0

0
着

（
1
0
：
3
0
発

）
1
3
:0

0
着

（
1
2
：
3
0
発

）
1
5
:0

0
着

（
1
4
：
3
0
発

）
笹

尾
西

合
計

9
:0

0
着

（
8
：
3
0
発

）
1
1
:0

0
着

（
1
0
：
3
0
発

）
1
3
:0

0
着

（
1
2
：
3
0
発

）
1
5
:0

0
着

（
1
4
：
3
0
発

）

2
0
1
8
/
1
1
/
2
7

火
晴

1
9
.3

8
.2

1
4

2
2

1
2

3
3

3
3

2
0
1
8
/
1
1
/
2
8

水
曇

り
1
8
.6

8
.9

1
3

1
1

1
2

3
3

3
3

2
0
1
8
/
1
1
/
2
9

木
晴

1
7
.6

8
.1

1
3

1
1

1
2

3
3

3
3

2
0
1
8
/
1
1
/
3
0

金
晴

1
6

5
.7

6
5

3
2

1
1

2
0
1
8
/
1
2
/
1

土
晴

1
6
.7

6
.9

0
0

0

2
0
1
8
/
1
2
/
2

日
晴

1
4
.8

5
.4

0
0

0

2
0
1
8
/
1
2
/
3

月
雨

1
4
.7

1
0
.5

1
4

2
2

1
2

3
3

3
3

2
0
1
8
/
1
2
/
4

火
曇

り
1
6
.4

1
3
.2

1
5

3
3

1
2

3
3

3
3

2
0
1
8
/
1
2
/
5

水
曇

り
1
9
.5

1
0

1
4

3
2

1
1
1

3
2

3
3

2
0
1
8
/
1
2
/
6

木
晴

1
3
.7

1
0

8
2

2
6

2
2

2

2
0
1
8
/
1
2
/
7

金
曇

り
の

ち
雨

1
6
.5

6
.8

9
4

2
2

5
2

3

2
0
1
8
/
1
2
/
8

土
晴

1
0
.8

5
.7

3
0

3
3

2
0
1
8
/
1
2
/
9

日
晴

9
3
.4

2
2

2
0

実
証

期
間

合
計

1
1
1

2
5

3
1
1

9
2

8
6

2
2

2
2

2
0

2
2

※
時

刻
は

一
号

舘
着

時
間

　
　

（
　

）
内

は
各

地
区

集
会

所
等

出
発

時
間

日
に

ち

利
用

者
数

気
象

条
件

笹
尾

東
地

区
笹

尾
西

地
区
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笹尾西地区 笹尾東地区 

62

24

女 男

 

11

25

48

11

２０歳台 ４０歳台 ６０歳台 ７０歳台 ８０歳台

 

52

30

4

①持っている ②持っていない

③持っていたが返納した
 

19

6

女 男

 

00 2

15

8

２０歳台 ４０歳台 ６０歳台 ７０歳台 ８０歳台

 

7

16

2

①持っている ②持っていない

③持っていたが返納した

 

図 利用者の属性（数字は回答者人数） 
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② 総走行距離・環境負荷軽減効果 

期間中総走行距離は48台・kmであり、乗用車との比較によるグリーンスローモビリティ導入に伴

うCO2削減効果は10kg-CO2であった。 

 

表 総走行距離・環境負荷軽減効果 

期間中総走行距離（回送は含まない） 48台・km 
CO2 削減効果（乗用車との比較） 10kg-CO2 

 

【環境負荷軽減効果について】 

・同じ距離の輸送を小型車量（ガソリン車）で代替した場合との比較によりCO2削減効果を計測。 

・グリーンスローモビリティ運行に伴う電力消費に関連するCO2排出量はゼロとして取扱う。 

・小型車両のCO2排出原単位については平均旅行速度20km/hの小型に相当する210g-CO2/km・台とし

て設定した（国土技術政策総合研究所資料 第671号「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係

数の算定根拠（平成22年度版）」）。 

 

2) 運営者側の声 

「地区の人のつながりに役立った」、「知らない人と話すようになった」という声が、ほとんどの

関係者から出た。また、楽しかったという意見もいただいている。笹尾東地区では、NPOに運転を依

頼したこともあり、利用者の家の位置やルートがわかるかという不安もあったが、問題なく運行でき

た。 

また、東員町では本実証調査のテーマを「共助」として定めており、移動に困っている層を地域で

助ける状態を目指して取組みを行ってきた。本実証調査を通じて「共助」をキーワードに将来のこと

を考える関係者の輪が広がったというメリットも確認された。 

 

3) 利用者側の声 

アンケート調査結果より、各地区とも便利であるという声が寄せられており、概ね好意的な意見で

あったが、重い荷物（灯油缶など）を運ぶ必要がある際に車両スペースが狭い点や寒さ対策の必要性

については改善要望が寄せられた。 

利用意向については、笹尾東地区では継続利用を望む声が大勢を占めている。笹尾西地区について

も半数程度は利用意向が確認されたが、車が運転できる方が多く利用したことから、自分で運転でき

る間は利用しないという層も一定数確認された。 
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《アンケート結果抜粋》 

問：グリーンスローモビリティの使いやすさはどうでしたか？ 

いずれの地区においても半数以上が便利であると回答しており、笹尾東地区では全員が便利だと回

答している。不便理由についても、「シートのチャックが開けにくい」、「3人乗りは不便」、「寒

い」などであり、車両側の改良によって対応可能なものであった。 

41

33

8 2

①便利 ②どちらかといえば便利

③どちらかといえば不便 ④不便

15

10

00

①便利 ②どちらかといえば便利

③どちらかといえば不便 ④不便
 

（笹尾西地区）              （笹尾東地区） 

図 グリーンスローモビリティの使いやすさ（数字は回答者人数） 

 

問：グリーンスローモビリティを本格導入した場合、今後も利用しますか？ 

笹尾西地区については車を運転できる方が多い関係で「車を運転できる間は利用しない」という意

見が約半数を占めた。笹尾東地区については「利用する」が大勢を占めた。 

36

43

3

①利用する

②車を運転できる間は利用しない

③利用しない

22

3 0

①利用する

②車を運転できる間は利用しない

③利用しない
 

（笹尾西地区）              （笹尾東地区） 

図 グリーンスローモビリティの今後の利用意向（数字は回答者人数） 
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